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   第 ３ 回   熊本県議会  決算特別委員会会議記録 

 

令和３年10月８日(金曜日) 

午前９時59分開議 

            午前11時１分休憩 

            午後０時58分開議 

            午後２時54分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第36号 令和２年度熊本県一般会計歳

入歳出決算の認定について 

 議案第38号 令和２年度熊本県母子父子寡

婦福祉資金特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 議案第51号 令和２年度熊本県国民健康保

険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(12人) 

        委 員 長 渕 上 陽 一 

        副委員長 増 永 慎一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 井 手 順 雄 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 山 本 伸 裕 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 大 平 雄 一 

        委  員 島 田   稔 

        委  員 西 村 尚 武 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 高 橋 太 朗 

理 事  

(球磨川流域復興担当)  

兼球磨川流域復興局長  水 谷 孝 司 

政策審議監         

兼地域・文化振興局長 厚 地 昭 仁 

   交通政策・情報局長 小金丸   健 

土木技術審議監 亀 崎 直 隆 

     情報政策審議監 島 田 政 次 

        企画課長 津 川 知 博 

統計調査課長 馬 場 一 也 

       首席審議員 

     兼地域振興課長 

 兼県央広域本部振興部長 小 川 剛 史 

 文化企画・ 

    世界遺産推進課長 沖   圭一郎 

      交通政策課長 清 田 克 弘 

      情報政策課長 臼 井 洋 介 

 球磨川流域復興局政策監 福 原 彰 宏 

         政策監 有 働 人 志 

健康福祉部     

         部 長 早 田 章 子 

       総括審議員  

      兼政策審議監 沼 川 敦 彦 

         医 監 池 田 洋一郎 

      長寿社会局長 下 山   薫 

        子ども・  

     障がい福祉局長 木 山 晋 介 

        健康局長 三 牧 芳 浩 

    健康福祉政策課長 椎 場 泰 三 

       首席審議員  

兼健康危機管理課長 上 野 一 宏 

     高齢者支援課長 篠 田   誠 

      認知症対策・  

    地域ケア推進課長 本 田 敦 美 

      社会福祉課長 永 野   茂 

     子ども未来課長 坂 本 弘 道 

   子ども家庭福祉課長 米 澤 祐 介 

    障がい者支援課長 下 村 正 宣 

      医療政策課長 阿 南 周 造 

  国保・高齢者医療課長 池 永 淳 一 
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   健康づくり推進課長 岡   順 子 

      薬務衛生課長 樋 口 義 則 

――――――――――――――― 

出納局職員出席者 

    会計管理者兼出納局長 手 島 和 生 

    首席審議員兼会計課長 永 江 昌 二 

――――――――――――――― 

監査委員事務局出席者 

          局 長 西 浦 一 義 

          監査監 松 岡 貴 浩 

          監査監 守 屋 芳 裕 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 宗 像 克 彦 

       議事課主幹 前 原 真由美 

  ――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○渕上陽一委員長 おはようございます。 

 それでは、ただいまから第３回決算特別委

員会を開会します。 

 本日は、午前に企画振興部の審査を行い、

午後から健康福祉部の審査を行うこととして

おります。 

 それでは、これより企画振興部の審査を行

います。 

 まず、執行部の説明を求めた後に、一括し

て質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のままで簡潔にお願いいたし

ます。 

 それでは、企画振興部長から決算概要の説

明を行い、続いて担当課長から順次資料の説

明をお願いします。 

 初めに、高橋企画振興部長、お願いしま

す。 

 

○高橋企画振興部長 令和２年度決算の説明

に先立ちまして、前年度の決算特別委員長報

告において御指摘のありました施策推進上改

善または検討を要する事項等のうち、企画振

興部関係につきまして、その後の措置状況を

御報告いたします。 

 企画振興部に対しましては、「地域づくり

チャレンジ推進事業について、地域づくり団

体の方々から役に立つという声を聞いてお

り、地域での期待も大きいことから、十分に

活用されるように事業推進に取り組むととも

に、引き続き、書類の簡素化等、申請者が利

用しやすい制度となるよう努めること。」と

いう御指摘をいただきました。 

 地域づくりチャレンジ推進事業は、市町村

や地域団体等が行う自主的な地域づくりの取

組への助成等でございます。 

 令和２年度は、交流促進の取組など52件の

助成を行い、執行残は1,686万7,000円と、令

和元年度に比べて1,387万7,000円減少しまし

た。また、申請者にとって、より利用しやす

い制度とするため、申請様式を一部簡素化す

る等の見直しを行いました。 

 本年度においても、新型コロナウイルスや

令和２年７月豪雨による地域づくりの取組へ

の影響が懸念されますので、引き続き、広域

本部や地域振興局等と連携し、事業の進捗管

理等を行い、事業の着実な執行に取り組んで

まいります。 

 続きまして、企画振興部の令和２年度決算

の概要について御説明申し上げます。 

 お手元の決算特別委員会説明資料１ページ

の令和２年度歳入歳出決算総括表により御説

明いたします。 

 歳入につきましては、予算額48億2,000万

円余に対しまして、収入済額は36億7,000万

円余で、不納欠損及び収入未済はございませ

ん。 

 なお、予算現額と収入済額との比較11億

5,000万円余は、主に翌年度への事業繰越し

に伴う国庫支出金等の減でございます。 

 また、歳出につきましては、予算額161億

2,000万円余に対しまして、支出済額は、132

億7,000万円余となっております。 
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 翌年度への繰越額は、16億8,000万円余

で、主に熊本地震に伴う南阿蘇鉄道の災害復

旧支援事業及び豊肥本線災害復旧支援事業で

ございます。 

 また、不用額は、11億6,000万円余で、主

な内容は、実績額が見込額を下回ったことや

経費節減、入札に伴う執行残でございます。 

 詳細につきましては、各課長が御説明いた

しますので、よろしく御審議いただきますよ

うお願い申し上げます。 

 

○渕上陽一委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いします。 

 

○津川企画課長 企画課でございます。 

 まず、定期監査の結果につきまして、企画

振興部は、指摘事項はございませんでした。 

 続きまして、企画課の決算状況につきまし

て、お手元の資料により御説明いたします。 

 ２ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、不納欠損額、

収入未済額ともにありません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 まず、使用料及び手数料ですが、銀座熊本

館内に入居する一般社団法人熊本県物産振興

協会からの使用料収入でございます。 

 次の国庫支出金、地方創生推進交付金は、

地方創生の実現に向け、総合戦略に基づき実

施する施策に関する交付金でございます。 

 予算現額と収入済額との比較欄の229万円

余は、事業費の減による国庫補助金の減とな

ります。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金は、生活に困窮した大学生等に給付

金を交付した事業等に活用した交付金です。 

 次に、財産収入の家屋貸付料は、東京事務

所職員の借り上げ宿舎に係る職員負担分でご

ざいます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 寄附金の世界チャレンジ支援寄附金につき

ましては、若手芸術家や学生などの留学等を

支援するための世界チャレンジ支援基金に対

する民間企業等からの寄附金でございます。 

 予算現額と収入済額との比較欄の526万円

余は、寄附の減によるものです。 

 次のまち・ひと・しごと創生寄附金は、本

県の地方創生の取組に対する中小企業からの

企業版ふるさと納税となります。 

 予算現額と収入済額との比較欄の3,300万

円余は、寄附が見込みよりも少なかったもの

でございます。 

 次に、繰入金ですが、これは、世界チャレ

ンジ支援基金から一般会計で実施する事業の

財源に充てるため繰り入れたものでございま

す。 

 次に、諸収入の官民協働海外留学支援事業

補助金は、大学生の海外留学を支援する事業

への日本学生支援機構からの補助金です。 

 おめくりいただき、４ページをお願いいた

します。 

 歳出について御説明いたします。 

 まず、一般管理費につきましては、企画振

興部の時間外勤務手当の特別配当分になりま

す。 

 次に、諸費につきまして、東京事務所の職

員給与及び管理運営費となります。 

 不用額1,100万円余は、東京事務所に係る

経費の執行残でございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 企画総務費につきましては、企画課の職員

給与となります。 

 次に、計画調査費につきましては、企画課

の政策推進に係る経費となります。 

 不用額の8,100万円余の主なものにつきま

しては、備考欄の不用額を生じた理由に記載

をしております経費節減や事業確定に伴う執

行残、寄附金の減に伴う基金積立金の減など

によるものとなります。 

 企画課からは以上となります。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 
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○馬場統計調査課長 統計調査課でございま

す。 

 資料の７ページをお願いいたします。 

 ９ページまでが歳入でございますが、不納

欠損額及び収入未済額はございません。 

 歳入の内訳になりますが、当課の歳入はほ

とんどが国庫支出金であり、国から委託を受

けた各種統計調査の実施に伴う国庫委託金で

ございます。 

 次に、資料の10ページをお願いいたしま

す。 

 歳出でございますが、統計調査総務費は、

主に職員の給与費等で、不用額は、執行残で

ございます。 

 次に、委託統計費は、国から委託を受けて

実施します統計調査の経費でございます。不

用額は、執行残でございます。 

 次に、単県統計費は、推計人口調査など、

県単独の統計作成などに要した経費でござい

ます。不用額は、執行残でございます。 

 統計調査課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○小川地域振興課長 地域振興課の小川でご

ざいます。 

 続きまして、資料の11ページをお願いいた

します。 

 まず、歳入でございますが、不納欠損額、

収入未済額ともにございません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 まず、使用料及び手数料でございます。 

 万日山緑地公園使用料につきましては、都

市公園法に基づく占有許可物件の使用料でご

ざいます。 

 続きまして、不動産鑑定業者登録手数料に

つきましては、この法律に基づく不動産鑑定

業者登録手数料でございます。 

 続きまして、国庫支出金でございます。 

 離島活性化交付金につきましては、離島の

地域活性化、定住の促進を図るための交付金

でございまして、御所浦地域活性化推進事業

を実施しております。 

 続きまして、地方創生推進交付金につきま

しては、地方版総合戦略の取組を着実に推進

していくための交付金でございまして、当課

では移住定住促進事業等を実施しておりま

す。 

 続きまして、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金につきましては、コロ

ナウイルスの感染拡大の防止や影響を受けて

いる地域経済、住民生活への支援、新しい生

活様式を踏まえた地域経済の活性化等への対

応に通じた地方創生を図るための交付金でご

ざいまして、当課では地域づくりチャレンジ

推進事業を実施しております。 

 続きまして、特定地域振興対策事業費補助

につきましては、「環境首都」水俣・芦北地

域創造事業等に係る環境省の水俣病総合対策

費補助金等でございます。 

こちら、一部は平成30年度及び令和元年度

からの繰越事業となっております。 

 続いて、12ページをお願いいたします。 

 繰越金でございますが、令和２年度に繰越

しをした一般財源分でございます。 

 雑入につきましては、自治総合センター事

務費交付金でございます。 

 続きまして、歳出について御説明をいたし

ます。 

 資料の13ページをお願いいたします。 

 まず、企画総務費につきましては、当課職

員23人の職員給与費でございまして、不用額

は、執行残でございます。 

 続きまして、計画調査費につきましては、

地域づくりチャレンジ推進事業、移住定住促

進事業等に係る経費でございます。 

 不用額4,400万円余につきましては、補助

金等の所要見込み額の減などによるもののほ

か、経費節減に伴う執行残でございます。内

訳は、備考欄を御覧いただければと思いま
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す。 

 続きまして、繰越しについて説明をさせて

いただきます。 

 恐れ入りますが、別冊の附属資料の１ペー

ジをお願いいたします。 

 明許繰越しになります。 

 ３件ございまして、まず、地域づくりチャ

レンジ推進事業の令和３年度への繰越額１億

8,900万円余につきましては、事業計画から

事業実施までに時間を要し、年度内の完了が

困難となり、翌年度に繰り越したものでござ

います。 

 次の「環境首都」水俣・芦北地域創造事業

の１億1,700万円につきましては、環境省の

補助事業を活用して水俣市が行う生態系に配

慮した渚造成整備事業、こちらにおきまし

て、公有水面埋立て申請等につきまして、不

測の日数を要したことから、年度内の事業完

了が困難な状況となり、翌年度に繰り越した

ものでございます。 

 最後に、立野・黒川地区地域再生等支援事

業の2,200万円余につきましては、南阿蘇村

が行う廃校となった小学校の有効活用に係る

改修に対する補助等であり、設計及び関係機

関との協議に時間を要し、年度内の完了が困

難となり、翌年度に繰り越したものとなりま

す。 

 以上となります。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

 

○沖文化企画・世界遺産推進課長 文化企

画・世界遺産推進課でございます。 

 説明資料のほうにお戻りいただいて、資料

の15ページをお願いいたします。 

 歳入につきまして、不納欠損額及び収入未

済額はございません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 まず、分担金及び負担金でございます。 

 阿蘇の世界文化遺産登録推進につきまして

は、地元市町村と共同で進めております。 

これは、市町村からの負担金であります。 

 次に、使用料及び手数料でございますが、

主に県立劇場の施設や駐車場の使用料でござ

います。 

 次に、国庫支出金でございます。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金及び文化芸術振興費補助につきまし

ては、県立劇場の新型コロナウイルス対策な

どに対する補助金でございます。 

 予算現額と収入済額の差は、令和３年度へ

の事業繰越しによるものでございます。 

 16ページをお願いします。 

 財産収入でございます。 

これは、県立劇場レストランの貸付料であ

ります。 

 予算現額と収入済額の差額178万円余は、

新型コロナウイルス感染症拡大等に伴うレス

トラン休業への対応として、貸付料を減額し

たためでございます。 

 次の雑入ですが、県が保有します著作権の

収入や博物館ネットワークセンターが行いま

す野外活動の傷害保険料について、精算の返

納分でございます。 

 17ページをお願いします。 

 歳出でございます。 

 企画総務費は、当課20人の職員給与費で、

不用額は、執行残でございます。 

 次に、計画調査費は、備考欄の事業の概要

に記載しておりますが、県立劇場の施設整備

や管理運営、世界文化遺産登録推進などの経

費でございます。 

 不用額の8,980万円余は、備考欄の不用額

を生じた理由にありますが、主に県立劇場施

設整備における入札残などでございます。 

 次に、繰越しについて、別冊の附属資料で

説明いたします。 

附属資料の２ページをお願いいたします。 

 まず、文化事業新型コロナウイルス対策助

成事業につきましては、1,200万円のうち800

万円を繰越ししております。 
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これは、２月補正による追加事業分につい

て、関係機関との協議に時間を要し、年度内

の事業実施が困難となったため、翌年度に繰

越ししたものでございます。進捗状況は100

％でございます。 

 次に、県立劇場施設整備費につきまして

は、国の経済対策に伴う事業につきまして、

国の交付決定が令和２年度中になかったた

め、年度内の事業実施が困難になり、翌年度

に繰り越したものでございます。 

 この夏になりまして国の交付決定がありま

して、現在、事業費の積算など入札に必要な

手続を進めておりまして、今月末に発注し、

来年１月に工事完了の予定でございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○清田交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 説明資料18ページをお願いいたします。 

 歳入についてでございますが、不納欠損額

及び収入未済額はございません。 

 内容について御説明いたします。 

 まず、使用料及び手数料につきましては、

阿蘇くまもと空港にございます格納庫の使用

料でございます。 

 次に、国庫支出金につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

でございます。 

 次に、財産収入につきましては、阿蘇くま

もと空港周辺の県有地の貸付料等でございま

す。 

 次に、諸収入につきましては、有明海自動

車航送船組合新船建造費貸付金回収金等でご

ざいます。 

 20ページをお願いいたします。 

 歳出について御説明いたします。 

 まず、企画総務費は、当課職員給与費であ

り、不用額は、その執行残です。 

 次に、計画調査費につきましては、備考欄

下段、事業の概要に記載しております県内の

公共交通機関の維持や利用促進など、当課に

関係する事業に要する経費でございます。 

 不用額の6,100万円余につきましては、備

考欄上段の不用額を生じた理由を御覧くださ

い。 

 主なものといたしまして、御所浦航路振興

事業、地方公共交通バス対策事業、天草空港

運航支援対策事業の補助金などの所要額が見

込みを下回ったことによる執行残でございま

す。 

 次に、企画施設災害復旧費につきまして

は、熊本地震や令和２年７月豪雨の災害復旧

を行う南阿蘇鉄道や肥薩おれんじ鉄道などに

対する助成でございます。 

 不用額2,200万円余につきましては、南阿

蘇鉄道が実施しております災害復旧支援事業

の事業費確定に伴う補助金の減によるもので

ございます。 

 翌年度繰越額11億9,000万円余につきまし

ては、別冊の附属資料で説明させていただき

ます。 

 恐れ入ります。附属資料の３ページをお願

いいたします。 

 天草空港運航支援対策事業につきまして

は、天草エアラインが策定する中期経営計画

を踏まえた取組が必要であり、事業着手が遅

れたため、本年度に繰り越したものでござい

ます。 

 阿蘇くまもと空港創造的復興推進事業につ

きましては、関係機関との協議、調整の上事

業を実施する必要があり、年度内の完了が困

難となったため、本年度に繰り越したもので

ございます。 

 次の阿蘇くまもと空港アクセス整備調査検

討事業につきましては、調査事業に運賃や乗

換えなど様々な要因について分析を行うこと

となり、年度内の完了が困難となったため、

本年度に繰り越したものでございます。 

 南阿蘇鉄道災害復旧支援事業につきまして
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は、被災橋梁撤去のための工事の完成が遅れ

たことに伴い、撤去工事への着手が遅れたた

め、本年度に繰り越したものでございます。 

 豊肥本線災害復旧支援事業につきまして

は、令和２年８月に全線開通いたしました

が、復旧後に実施する土地の境界確定作業等

に時間を要し、年度内の完了が困難となった

ため、本年度に繰り越したものでございま

す。 

 肥薩おれんじ鉄道災害復旧支援事業につき

ましては、令和２年11月に全線開通しました

が、被災箇所の残工事に時間を要し、年度内

の完了が困難となったため、本年度に繰り越

したものでございます。 

 なお、いずれの事業も、本年度内の完了を

予定しております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○臼井情報政策課長 情報政策課でございま

す。 

 説明資料のほうに戻りまして、資料22ペー

ジをお願いします。 

 歳入ですけれども、不納欠損額及び収入未

済額はありません。 

 主な収入について御説明します。 

 まず、国庫支出金の個人番号カード利用環

境整備費補助でございますが、マイナンバー

カードを活用したマイナポイントによる消費

活性化策の実施に向けた広報等に係る補助金

です。 

 次に、社会保障・税番号制度システム整備

費補助ですが、マイナンバー制度において、

自治体間の中継を行うためのシステム整備に

係る補助金です。 

 次に、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金ですが、コロナ禍における在

宅勤務等テレワーク環境構築に活用しまし

た。 

 次に、財産収入でございますが、熊本県庁

が株主である天草ケーブルネットワーク株式

会社及び株式会社ジェイコム九州からの配当

金収入です。 

 次に、繰越金でございますが、庁内情報基

盤管理運営事業に係る令和元年度からの繰越

分でございます。 

 資料23ページをお願いします。 

 諸収入でございます。 

 共済組合収入ですが、これは、地方職員共

済組合及び熊本県職員互助会から委託されて

おります電算処理業務に係る経費の負担金で

す。 

 次に、共同システム運営受託収入ですが、

県と市町村が共同で運用しております情報シ

ステムに係る経費の市町村負担金でございま

す。 

 次に、雑入ですが、企業局並びに病院局に

よる知事部局の情報システム利用に係る負担

金等でございます。 

 次に、年度後返納ですが、扶養手当等の返

納になります。 

 続きまして、24ページをお開きください。 

 歳出について御説明します。 

 まず、人事管理費でございますが、パソコ

ンの調達や保守等を行う庁内情報基盤管理運

営事業等に係る経費です。 

 不用額の1,100万円余につきましては、入

札執行残及び経費節減によるものです。 

 次に、企画総務費です。 

当課22名の職員給与費で、不用額は執行残

です。 

 25ページをお開きください。 

 計画調査費でございますが、県庁、各広域

本部等を高速回線で接続したネットワークの

運用管理等を行う熊本県総合行政ネットワー

ク管理運営事業等に係る経費です。 

 不用額の1,000万円余は、入札執行残及び

経費節減によるものです。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 
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○福原政策監 球磨川流域復興局でございま

す。 

 資料の26ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 不納欠損額、歳入未済額はございません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 まず、中段の繰入金につきましては、令和

２年７月豪雨からの生活再建や集落の復旧、

復興などを推進する財源に充てるために、球

磨川流域復興基金から一般会計に繰り入れた

ものでございます。 

 予算現額と収入済額との比較の欄、５億

6,500万円余につきましては、基金を活用す

る事業の所要額の減に伴うものでございま

す。 

 次に、諸収入につきましては、被災市町村

への職員派遣を年度途中におきまして増員し

たことに伴う市町村負担金の増でございま

す。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 資料の27ページをお願いいたします。 

 まず、企画総務費につきましては、球磨川

流域復興局の職員給与費で、不用額は、その

執行残でございます。 

 次に、計画調査費につきましては、備考欄

の事業概要に記載のとおり、球磨川流域復興

局運営費等でございます。 

 不用額の６億1,200万円余は、球磨川流域

復興局運営費の経費節減に伴う執行残及び球

磨川流域復興基金交付金の所要額減に伴う執

行残でございます。 

 おめくりいただきまして、資料28ページを

お願いいたします。 

 こちらは、川辺川ダム総合対策課関係でご

ざいますが、川辺川ダム総合対策課は、今年

度の組織改正で廃止となり、球磨川流域復興

局に業務が移管されましたので、引き続き、

球磨川流域復興局が御説明いたします。 

 まず、歳入でございます。 

 不納欠損額、歳入未済額はございません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 中段の繰入金につきましては、五木村振興

及び球磨川水系の防災・減災対策の財源に充

てるため、それぞれの基金から一般会計に繰

り入れたものでございます。 

 予算現額と収入済額との比較の欄、１億

3,800万円余につきましては、球磨川水系防

災減災基金を活用する事業の所要額の減に伴

うものでございます。 

 次に、諸収入の五木村振興受託事業収入に

つきましては、五木村からの要請を受け、県

が施行しております村道整備に係る受託事業

収入でございます。 

 予算現額と収入済額との比較の欄、１億

4,900万円余につきましては、主に当該事業

の令和３年度への繰越し等の減に伴うもので

ございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 資料の29ページをお願いいたします。 

 まず、企画総務費につきましては、川辺川

ダム総合対策課の職員給与費で、不用額は、

その執行残でございます。 

 次に、計画調査費につきましては、備考欄

の事業の概要に記載のとおり、五木村が実施

しますソフト事業や基盤整備事業の経費に充

てるための五木村振興交付金交付事業、球磨

川流域市町村が実施する球磨川水系防災・減

災ソフト対策等補助金などに要する経費でご

ざいます。 

 不用額の１億7,000万円余は、主に五木村

振興交付金交付事業、球磨川水系防災・減災

ソフト対策補助金の所要額の減による執行残

でございます。 

 次に、繰越しについて御説明いたします。 

 別冊の附属資料で説明させていただきま

す。 

附属資料の４ページをお願いいたします。 

 五木村振興道路整備(受託)事業につきまし

ては、村からの受託事業であります村道整備
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におきまして、令和２年７月豪雨により、当

該施工箇所及び周辺道路の被災状況調査を行

う必要が生じたため、その調査に不測の日数

を要したことから、年度内の工事完了が困難

になったため、１億3,900万円余を翌年度に

繰り越したものでございます。 

 なお、本年11月末の完了を予定しておりま

す。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○渕上陽一委員長 以上で企画振興部の説明

が終わりました。 

 それでは、質疑を受けたいと思います。 

 その前に、別室で視聴されている方がいら

っしゃいます。マイクに近づいて御発言をよ

ろしくお願い申し上げたいというふうに思い

ます。 

 質疑はありませんか。 

 

○髙島和男委員 地域振興課にお尋ねをいた

します。 

 移住定住促進事業ということで、昨年度資

料によりますと、1,620人が本県に移住され

たということでございますけれども、1,620

人という数字は多いのか少ないのかというの

がちょっと分からないので、近年の推移をち

ょっと教えていただければと思います。 

 

○小川地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 今御質問ありました移住者の推移でござい

ますが、まず、この移住者の数になりますけ

れども、それぞれの市町村の窓口で実際引っ

越しとかの転入の手続を皆さんされると思う

んですが、市町村に御協力をお願いしまし

て、そのときちょっとアンケートを出しても

らいまして、県外から来ていただいている方

という定義を決めまして集計をしているとい

う、こういった数字になります。 

 昨年度が約1,600人という数字が出ており

ますが、その前の年が約2,000人ほどで、も

う１年度前になると約2,300人ほどというこ

とで、数字としては少し下がっているような

形で推移をしております。 

 これは様々な要因あろうかと思いますが、

私も、よくほかの委員会なりで、コロナ禍だ

からこそ都市部から地方への移住を進めてい

く必要があるという話をさせていただいてお

ります。そういう事情もある一方で、昨年度

の数字ということで言えば、やっぱりコロナ

の影響が、数が少なくなってしまったほうに

多少なりとも影響しているのかなというのは

感じております。 

 当県としても、引き続き、しっかりこの流

れを捉えて、移住者の増につなげてまいりた

いと考えております。 

 以上になります。 

 

○髙島和男委員 要するに、市町村の窓口で

ということですけれども、ちなみに、どこか

らの移住がどの自治体に多いのかというのも

ちょっと教えていただければと思いますけれ

ども。 

 

○小川地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 それぞれの自治体ごとの、恐らく地域です

か、例えば首都圏ですとか福岡ですとか、そ

ういった御指摘かと思います。申し訳ありま

せん。今ちょっと詳細な資料を持ち合わせて

はいないところでして、それぞれの自治体の

ちょっと詳細というところは今お答えが難し

いんですが、やはり全体の傾向ということで

言えば、当然、一番多い先は首都圏になりま

す。ただ、県別で見ますと、隣県の福岡県か

ら、それぞれの自治体ごとではないんです

が、それを全部足し上げた熊本県のそれぞれ

の自治体に移住として来られる方で言います

と、福岡県が一番多い数字となっておりま
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す。 

 一方で、それは、福岡県から来てもらう方

も多いんですが、転出ですね、熊本県から他

の地域に出られる方も、一番多いのが福岡県

ということになっておりますので、我々とし

ても、今年度、特に都市部、都市部の中で

も、東京、大阪に加えて、福岡をやはり一つ

ターゲットにして様々な取組を行っていると

ころです。 

 なかなか移住のイベントは、コロナという

ところもあって、現地でイベントも開催を予

定していたんですが、５波とちょうど重なっ

てしまいまして、やむを得ずオンラインの開

催ということで１度やっておるんですが、今

後、やはり状況を見ながら、なるべくできれ

ば現地での開催も含めて検討していきたいと

考えております。 

 以上です。 

 

○髙島和男委員 今ちょっとおっしゃったオ

ンラインであるというようなこともされてい

ると思うんですけれども、窓口の設置であっ

たり、情報誌への連載とかというのもあるん

ですが、今までの中で一番効果的というか、

移住者の声を聞いた中で効果的な手法という

のは、この中でどれが一番になるんでしょう

か。 

 

○小川地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 今の御質問は、今までいろんな移住の施策

を展開してきた中で、特に効果的だったと思

うものということでしょうか。 

 

○髙島和男委員 記載されてあるパンフレッ

トであるとかＳＮＳとか。 

 

○小川地域振興課長 やはり移住、定住の施

策は、本当に総力戦というか、もう県庁一丸

となって進めていく必要があると思いますの

で、様々な施策をやっぱりみんなで連携して

進めていく必要があるかと思いますが、地域

振興課でいろいろ取り組んでいる中で、効果

的というもので言えば、やはりしっかり移住

の関連の相談会ですとか、あとは県単体では

なくて、大きな団体で各県が一緒に参加して

する大きな移住のフェアみたいなものもござ

います。今年度で言うと、東京方面で久々に

現地開催ができて、各県が参加して、九州と

沖縄と山口県、それぞれが参加したフェアと

いうものが、ちょうど５波に入る前だったの

で、東京で開催ができました。 

 そのとき、やはり非常に関心が高い、移住

希望者の方も多くて、コロナ禍の前と比べて

も、それ以上の来場者も集まっておりました

ので、我々としては、オンラインもしっかり

これから、コロナの状況に関わらず、オンラ

インのイベント、相談会もしっかりやりつつ

も、やはり移住というのは、最後は、相談窓

口に来たときに、相談員の方がいかに親身に

なって自分の地元の紹介をしてくれたりと

か、そういったところも大きいと思いますの

で、そうしたオンラインの部分と対面の部分

をしっかりそれぞれの特性を生かしながらア

ピールをしていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

○髙島和男委員 やっぱり今おっしゃったよ

うに、コロナ禍ということと働き方というの

がオンラインでということで随分変化をして

おりまして、ターゲットを福岡ということを

おっしゃっていました。 

 私も、本当にそうだと思います。ベッドタ

ウンというか、週に１回福岡に勤務をすると

いうことで、本当におっしゃるとおり、福岡

をぜひターゲットにしていただいて、しっか

りと移住をさらに増やしていただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 
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○池田和貴委員 すみません、ちょっとこれ

は決算委員会なので、ここでいいかどうか分

からないんですけれども、一つ、すみませ

ん、要望を言わせていただきたいと思いま

す。 

 今、移住、定住のお話がありました。地方

創生の中で、やはり人口減少に苦しむ我々に

とっては、地域を維持するために、移住、定

住というのは物すごく大きなテーマだと思う

んですね。 

 その中で、ちょっと大分県が富士通と、企

業と県が協定を結んで、その富士通の社員の

人が大分県に移住するというような事業があ

るんですね。先ほどお話があったように、い

ろんなブースを設けて、来ていただく方を待

つというのもあるんですけれども、ある意味

県と関係の深い企業と、移住とかそういった

ことに対して話をする中で、やはりタイアッ

プして来ていただくというのも一つの手なの

かなというふうに思いましたので、私も詳細

は知らないんですけれども、ぜひそこは研究

をしていただければ大変ありがたいなと思い

ます。 

 すみません、ちょっと要望です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○鎌田聡委員 企画課にお尋ねをいたしま

す。 

 ５ページ、生活困窮大学生への給付金とい

うことで、昨年度、事業をやっていただきま

したけれども、これは、結局、大学生も定時

制、通信制も含めていただいたと記憶をして

おりますが、実績の内訳を教えていただきた

いんですけれども。 

 

○津川企画課長 今回、この給付金につきま

しては、全部で8,042名の学生の方々に支給

をしております。そのうち、留学生が392人

……委員長、すみません、ちょっと調べてか

らもう一度お答えしてもよろしいでしょう

か、後ほど。 

 

○鎌田聡委員 いいですよ。 

 

○津川企画課長 すみません。 

 

○鎌田聡委員 だから、定時制と通信制も対

象にしていただいとったですね。 

 

○津川企画課長 はい、両方とも対象として

おります。 

 

○鎌田聡委員 そこも分かるんですよね、内

訳。 

 

○津川企画課長 内訳、分かります。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○前田憲秀委員 説明資料の13ページ、地域

振興課さん。 

 地域づくりチャレンジ推進事業について

は、部長の概要説明でも、昨年の執行残から

半分になりましたというお話だったんですけ

れども、今回でも1,680万ほど執行残がある

んですね。ただ、背景として、令和２年で、

コロナ禍でもあったというふうに思うんです

が、交流事業の推進だとか、いろいろこれは

事業があるんですけれども、そこら辺も加味

すると、どういう総括をされていらっしゃる

のかお聞きしたいんですが。 

 

○小川地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 委員から、地域づくりチャレンジ推進事業

の執行残ですとか、あとは昨今のコロナの状

況を踏まえたこの数字の感覚というか、相場
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観というんですかね、こちらについて御指摘

がございました。 

 冒頭、部長からも申し上げましたとおり、

この地域づくりチャレンジ推進事業につきま

しては、昨年度、執行残ということで一定の

金額が出ております。 

 これについては、実際、やっぱり補助金の

額の確定に伴う執行残ということになりまし

て、地域づくりチャレンジ推進事業は、それ

ぞれ地域の地域づくり団体ですとかＮＰＯ法

人の方、あとはその市町村も含めて、まさに

地域の活動に対して、熊本県としてもしっか

り応援をしていくという趣旨でできた補助金

の制度になります。 

 こうした制度の性質上、どうしても、その

団体がイベントなりを、例えば、企画をし

て、年度末に確定を、報告を出していただく

んですが、そこでどうしても思っていた金額

よりかからなかったですとか、あと、委員御

指摘あったとおり、コロナ禍だったので思っ

たようなイベントですとか活動ができなかっ

たというところがございまして、２月補正で

例年不用額の補正もさせていただいているん

ですが、どうしてもちょっとこの事業の性質

上、不用の額が出てしまうというような制度

になっております。 

 ただ、そのような中でも、やはり我々とし

ては、特にそれぞれの地域の振興局を通じ

て、しっかりそれぞれの団体とコミュニケー

ションを取って、最初の段階から確度のそれ

なりに高い事業計画、金額も含めて出してい

ただくようにというコミュニケーションもし

っかり図っております。 

 そういった取組もございまして、昨年度は

確かに1,600万余不用額が出てしまっており

ますが、それより前と比べて不用額の幅が少

し小さくなったと認識をしております。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 いや、私が聞きたいのは、

不用額が減ったというのはもちろんいいこと

だと思うんですけれども、コロナを背景にす

ると、もう少し効果もあったと見てもいいわ

けですよね。コロナがなければ、もっと不用

額も減ったんじゃないかという感覚でよろし

いんでしょう。 

 

○小川地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 ここについては、ちょっとまた一定の分析

が必要になってこようかなと思いますが、昨

年度のそれぞれの地域の取組を見てみます

と、我々も、昨年度は、この地域づくりチャ

レンジ推進事業、例年の地域のためにという

ところに加えて、新しい生活様式、コロナ禍

に対応したイベントですとか、そういったも

のに対して支援をするというもので設けさせ

ていただいております。 

 実際、例えば、飲食関係の、まあカレーの

フェスタ、販売のお祭りなんかも工夫をして

いただいて、現地で食べるのは一切なしで、

お持ち帰り専用にしたりとか、現金収受を食

券制にしてなるべくなくしたりですとか、そ

ういった工夫もしながら各地域取り組んでい

ただいておりますので、ここはケース・バ

イ・ケースで、コロナ禍で不用が出てしまっ

た場合もあれば、当初から団体がしっかり考

えて計画をして、当初の予定どおりできたと

いうところもあるかと思います。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 ウィズコロナという考えもあったというこ

とで、しっかり分析もしていただいて、不用

額が減るのにこしたことはないと思いますの

で、さらに頑張っていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○増永慎一郎副委員長 この地域づくりチャ
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レンジ推進事業については、毎回のように決

算委員会でいろんな話が出たと思います。私

も、前決算の委員のときに、指摘事項という

か、そういうのに要望でお願いをしたことが

あるんですけれども、以前から比べると金額

も非常に大きくなって、使える幅も広くなっ

て、何というかな、ひもがついてない、各自

治体とか地域づくりの団体にとっては非常に

使い勝手のいいお金で、皆さん方も非常にあ

りがたがっていらっしゃいます。 

 そういう中で、一つ聞きたいのが、地域に

よって、このお金を使う地域、例えば、振興

局ごとによって、どこの振興局が余計使うと

かは何かありますか。 

 

○小川地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 今、ちょっと具体のそれぞれの実績は、当

然、振興局単位で集計をしておりますので、

分析が可能なんですが、ちょっと今、すみま

せん、その詳細は持ち合わせておりませんの

で、今すぐ御紹介が難しいんですが、昨年度

で言いますと、先ほど申し上げたコロナ禍を

見据えて、ウィズコロナに対応した事業とい

うのに加えて、やはり令和２年７月豪雨がご

ざいましたので、別枠で豪雨枠ということ

で、主にやはり人吉、球磨地域の振興に係る

ようなものということで別枠でつくっており

ますので、そこの部分は当然その人吉、球磨

のものが多いです。 

 実際、物産展などを開く場合は、熊本市の

取組も可能になりますので、全てが人吉、球

磨というわけではないんですが、そういった

ところを見ますと、やはり県南豪雨があった

のを踏まえた豪雨枠を設定しておりますの

で、そういった地域の取組も比較的送れてい

るかなと感じております。 

 以上です。 

 

○増永慎一郎副委員長 非常に、さっき申し

ましたように、使い勝手がよくて喜ばれる補

助金なんですけれども、何か懸念しているの

は、やっぱりこれは間に地域振興局が必ず入

って、多分総務振興課あたりが窓口になって

やられると思うんですよ。 

 で、批判をするわけじゃないですけれど

も、その課長さんとか、中にいらっしゃる人

の能力でやっぱり偏在が多分できるんじゃな

いかなというふうに思います。ある程度の枠

が決まっている中で、この振興局はいっぱい

で、あとの振興局が遅れたことによってお金

が総枠の中でなくなったとか、そういう話も

前聞いたことがあるんですよ。 

 ですから、何というか、青天井でざるみた

いに幾らでもいいですよというわけにはいき

ませんけれども、そういうのは非常に気をつ

けていただいて、やっぱり地域振興課でそれ

ぞれの振興局をきちんと管理するような形

で、平等に行き渡るような形にしてもらう中

で、それぞれの振興局がそれぞれの地域と密

接に結びつきながら予算の奪い合いをするよ

うな形が一番何か理想的だなというふうに思

うので、どちらかというと、一遍使ったとこ

ろは、またこれを使おう、またこれを使おう

といって、どっちかというなら、町あたりか

ら振興局に要望をしてやるんですけれども、

いわゆる振興局の能力と言うといけないです

けれども、そのさばきがうまい具合にできな

いときに、思っていたのが取れなかったとい

う話もありますので、それはぜひ振興局あた

りにはきちんと、ちゃんと皆さん方が使える

ように、何というか、きちんとその振興局の

サイド内で頑張ってくれということをぜひ言

っていただきたいというふうに思います。 

 

○渕上陽一委員長 要望でよろしいですか。 

 

○増永慎一郎副委員長 はい、要望です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません
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か。 

 

○山本伸裕委員 主要な施策の成果の19ペー

ジに、大空港構想の実現というのがございま

す。それで、予算額が１億3,464万5,000円、

それに対して決算が9,171万、大分ちょっと

予算に対して決算が減となっているんですけ

れども、これはコロナの影響である程度致し

方なかったところではないかと思うんです

が、今後の見通しは、やっぱりコロナの前の

元の状態にはなかなか戻らないだろうという

ふうにも言われておりますし、今後の需要予

測であるとか採算性であるとか、そうしたも

のについて、この決算の実績を踏まえてどの

ように検討しておられるのかというのを教え

ていただきたいと思います。 

 

○清田交通政策課長 主要な施策の成果、19

ページのところの予算額と決算額の乖離、コ

ロナとの関係ということかと思いますが、こ

ちらのほうにつきましては、昨年度は、委員

御指摘のとおり、コロナの影響によりまして

事業の実施がかなりできなかったり、あるい

は繰り越したりしておりまして、その影響か

というふうに考えております。 

 あと、もう一つ、今後の展開ですが、コロ

ナの感染状況がどういう展開になるか次第

で、将来的には航空の利用者、こちらのほう

は回復するというふうに見込まれております

が、そのタイミングがいつになるかというの

はなかなか、今、専門家の中でも判断するの

が難しいという状況にございます。 

 その中で、県としては、そういったコロナ

の回復状況を見ながら、関係機関と連携して

効果的な利用者の増につながるような取組を

進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 

○山本伸裕委員 コロナの克服というのは、

共通して追求していかなければならない問題

ですけれども、航空の利用者が回復していく

というようなことについて、今、温室効果ガ

ス排出削減、熊本県もかなり取組を強めてい

こうというようなこととの関係で、空港利用

者を増やせばいいというような考えなのかど

うなのかというのはどうなんでしょうか。 

 

○清田交通政策課長 環境との関連でいけ

ば、実態として利用者数は需要に応じて増え

ていくことになると思いますし、それに伴っ

て航空便の数も増えていくことになろうかと

思いますが、今、飛行機、航空分野でも環境

に配慮した取組が進んでおりますし、県のほ

うでも、アクセス鉄道などで、今まで車で空

港を利用されていた方が、鉄道を利用するこ

とによって環境に配慮した取組ができるんじ

ゃなかろうかと、そういうことも含めて、全

体的に取組を進めているところです。 

 

○山本伸裕委員 アクセス鉄道は、もちろん

温室効果ガス排出という点では配慮があると

思うんですけれども、同時に、例えば国内の

観光旅行なんかについても、じゃあ飛行機は

やめて鉄道にしようかとか、そういうような

流れは当然出てくると思われるわけで、そう

いう点では、今後の利用者の増減などについ

ては、ある程度やっぱりそういった、まあ、

熊本県もこれから排出削減に取り組んでいく

わけですから、そういったところも考慮して

やっぱり計画を適切に見直していくというこ

とが必要じゃないかと思うんですが、いかが

でしょうか。 

 

○清田交通政策課長 御指摘の点踏まえて、

環境という視点も考慮しながら、空港の利活

用については、空港の会社もありますし、航

空会社とも、いろいろ御意見もあるし、取組

もありますので、そちらと連携しながら、こ

ういった御指摘もあったということも踏まえ

て伝えていきたいと思います。 
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○山本伸裕委員 よろしくお願いします。 

もう１点、よろしいですか。 

球磨川復興局の計画調査費の問題でちょっ

とお尋ねしたいんですが、新聞広告に緑の流

域治水についての全面広告が出ましたけれど

も、あれは、この２年度の予算から執行され

ているんですか。 

 

○福原政策監 新聞広告の経費につきまして

は、昨年の令和２年８月の専決予算でお認め

いただきました運営費の中から使っておりま

す。 

 

○山本伸裕委員 この広告に関しては、結構

やっぱりちょっと住民から批判の声が多く

て、例えば、環境影響評価もなされていない

段階で、いかにも流水型ダムが環境に優しい

と、アユも守れますというようなイメージを

植え付けられるような広告ではないかという

ことで、今批判の声が上がっているんですよ

ね。 

 ちょっとそういう点では、どういう調査を

踏まえてああいう広告が出されたのか、環境

への影響なんかについて、どういう調査を踏

まえてあのようなイメージを宣伝するような

広告作成に至ったのか、そういう点をお尋ね

したいんですけれども。 

 

○福原政策監 令和２年７月豪雨災害からの

復旧、復興を進めるに当たりましては、球磨

川の治水対策がその大前提となると考えてお

ります。 

 その治水対策の方向として、知事が表明し

ました新たな流水型ダムを含めた緑の流域治

水、これは決してダムだけではなく、砂防の

土砂の撤去とか山の再生強化、田んぼダムで

せき止めて貯留湖のピーク流量を減らすと

か、そういう広告を載せさせていただきまし

た。球磨川流域の復興の大前提となります治

水ですので、これは、流域住民を含めました

皆様に広く御理解いただくようにと、新聞広

告には載せさせていただいたところです。 

 それと、イメージでございますが、この広

告を出した段階で、環境調査とかには移って

おりません。環境調査については、現在、法

と同等の環境アセスが今実施されているとこ

ろでございます。 

 こちらにつきましては、今後、流水型ダム

につきましては、今国のほうでその構造とか

諸元について検討されているところですの

で、こちらが具体的に今後示されることとな

ると思いますけれども、新聞広告で示させて

いただきましたアユでございますが、こちら

については、命と清流を守るという、我々が

目指すイメージを表したものでございまし

て、引き続きそのイメージが実現するよう、

国のほうにもしっかり要望してまいりたいと

考えております。 

 

○山本伸裕委員 流水型ダムでは、他県の益

田川ダムですか、専門家が入って、アユの遡

上が阻害されているというような評価結果も

出ているわけですから、これから自然にも優

しい、環境を守るダムを目指すという決意は

いいですけれども、あの広告によって間違っ

たメッセージが、印象が県民に伝わるという

ようなことであっては、それはちょっとよく

ないというふうに思うんですね。ちゃんと科

学的な根拠であるとか、そういうのに基づい

て広告はやっていただくべきではないかとい

うふうに思いますので、これは要望として。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○津川企画課長 企画課でございます。 

 先ほどの鎌田委員からの御質問に対して、

御回答させていただきたいと思います。 

 昨年度実施の給付金事業につきまして、大
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学生等が7,469名、専修学生等が181名、留学

生が392名となっておりまして、そのうち定

時制、通信制が39名の方々に支給をしている

という状況になります。 

 

○鎌田聡委員 多分それぞれの県での取組と

違うと思いますけれども、定時制、通信制も

含めてやっていただいたということは非常に

評価もしておりますけれども、なかなか周知

だとか、また、金額だとか要件だとか、いろ

いろと厳しかったという話も聞いております

し、それと併せて、またこれは今年度の話に

なりますけれども、やっぱりこれは１回きり

じゃなくて、今年度、特にまたコロナ禍の中

で飲食店の時短営業等も続いておりまして、

なかなかアルバイトも厳しい状況が引き続き

になっておりますから、ぜひ、単発じゃなく

て、継続してまたやっていただけないかとい

うふうな声も寄せられています。 

 それは県のほうにも届いているかと思いま

すけれども、昨年度やった事業について、し

っかりと行き届いたのかどうなのかというこ

とと、今年度どうかできないかという話につ

いて、ぜひお答えいただきたいと思います。 

 

○津川企画課長 昨年度の制度につきまして

は、国が学生に緊急給付金というものを支給

するということになりましたけれども、それ

が大分遅れるというような話もありましたの

で、それまでに学業を諦めるような学生がい

ないようにということで、昨年、再春館製薬

所さんからの寄附金も活用させていただい

て、開始をさせていただきました。 

 その結果といたしまして、8,000名以上の

方々に御活用いただいたということで、一定

の支援はできたのかなと思っております。 

 その後もずっとコロナの影響は続いており

ますので、県としましても、非常にその点は

憂慮しておりまして、各大学と常に連絡を取

りながら、学生さんたちの経済状況等の様子

を聞いております。 

 その中で、大学のほうから聞いております

のは、やはり国のほうで昨年度始まった給付

型の奨学金、授業料減免がセットになった就

学支援制度、こちらのほうが非常にやはり効

果的であったということで、かなりこちらの

ほうで学生さんのほうにも支援が行き届いて

いるようだと、新型コロナの影響によって家

計が急変した学生さんについても、この申請

は可能だということになっております。 

 また、大学に聞いたところ、それぞれの大

学でやはり支援制度をつくっておられまし

て、そういった制度も活用されているという

こと、あと、熊本連携中枢都市圏であれば、

そういったところでフードドライブというよ

うな現物給付もされているという状況もあり

まして、そういった状況を注視しながら、県

としても、またそういった声も考慮しなが

ら、また支援が必要なときには支援をしてい

きたいと思っております。 

 

○鎌田聡委員 ぜひよろしくお願いしたいと

思います。 

 ただ、本当に今年度の状況、ますます厳し

くなってきている状況があって、先般も学生

の方から、またやってほしいというような話

も要望もいただいておりますし、大学のほう

とはいろいろと連携を取られているというこ

とでございますけれども、いろんなやっぱり

学生さんの声も受け止めていただいた上での

制度をどうつくっていくのかということで、

ぜひまた御検討もいただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○渕上陽一委員長 なければ、これで質疑を

終了します。 

 これより、午後１時まで休憩します。 
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  午前11時１分休憩 

――――――――――――――― 

  午後０時58分開議 

○渕上陽一委員長 休憩前に引き続き委員会

を再開します。 

 それでは、これより健康福祉部の審査を行

います。 

 まず、執行部の説明を求めた後に、一括し

て質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のままで簡潔にお願いしま

す。 

 それでは、健康福祉部長から総括説明を行

い、続いて、担当課長から順次説明をお願い

します。 

 初めに、早田健康福祉部長。 

 

○早田健康福祉部長 令和２年度決算の御説

明に先立ちまして、前年度の決算特別委員会

において、御指摘のありました施策推進上改

善または検討を要する事項等のうち、健康福

祉部関係につきまして、その後の措置状況を

御報告いたします。 

 １点目は、「未収金対策について、公平性

の観点から、引き続き、適正な債権管理と徴

収対策の推進に努めるとともに、必要に応じ

て外部委託を活用するなど、職員の負担軽減

の取組も進めること。」でございました。 

 健康福祉部では、部局長や関係課長等で構

成する収入未済金対策会議を部独自に設置

し、未収金の状況の定期的な把握や課題の共

有などに取り組んでおります。 

 令和２年度は、全庁的な未収金対策連絡会

議が策定する未収金対策強化に向けた取組方

針に加え、部の対策会議で策定した取組方針

に基づき、貸付時や償還開始の段階で面談を

行い、債務者の納入に対する意識づけの徹底

を図りました。また、口座振替の促進等によ

り、新たな未収金の発生防止に努めるととも

に、債権の管理及び回収業務を行う会計年度

任用職員の配置や、債務者の生活状況等を把

握するための償還協力員の活用、債務者への

催告強化等により未収金の解消を図っており

ます。 

 今後も、財源の確保及び負担の公平性の観

点から、未収金の発生防止と削減に努めてま

いります。 

 ２点目は、「発達障がい者支援センター

は、発達障害を持った子供及びその保護者の

支援を行う上で大きな役割を担っており、今

後さらに重要性を増すことが予想されること

から、センターのさらなる充実を図るこ

と。」でございました。 

 発達障がい者支援センターにおいては、令

和元年度から北部、南部の各センターに、新

たに心理士等を配置し、市町村の乳幼児健診

の際に、こども総合療育センター等の専門医

療機関の受診の必要性を見極める支援を行う

など、診断待機解消に向けた支援を実施して

います。これにより、５か月待ちが常態化し

ていたこども総合療育センターの診断待機

は、令和２年度には、１年を通して２か月程

度に短縮されています。 

 今年度からは新たに、こども総合療育セン

ターにおいて、診断待機期間を利用して事前

の問診を行う制度を導入するなど、保護者の

待機期間における不安解消のための取組を進

めています。 

 また、各発達障がい者支援センターに配置

している地域支援マネージャーによる支援を

充実させ、保護者に寄り添った支援を行うペ

アレントメンターを全ての圏域に配置すると

ともに、保護者や支援者が発達障害の特性や

対処方法を理解することができるよう、ペア

レントプログラム等の家族支援を実施してい

ます。 

 さらに今年度は、市町村において、主体的

に家族支援の取組が実施できるよう、職員向

けの説明会や研修会等を開催することとして

います。 
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 引き続き発達障害児及びその家族が身近な

地域で適切な支援が受けられるよう、関係機

関との連携強化を図り、支援の充実に努めて

まいります。 

 続きまして、健康福祉部の令和２年度決算

の概要について御説明申し上げます。 

 お手元の決算特別委員会説明資料の１ペー

ジ、令和２年度歳入歳出決算総括表を御覧く

ださい。 

 歳入でございますが、一般会計、母子父子

寡婦福祉資金特別会計及び国民健康保険事業

特別会計を合わせまして、収入済額は2,889

億2,033万円余で、調定額に対する収入率は

99.9％となっております。 

 不納欠損額は232万円で、内容は、児童保

護費負担金等でございます。 

 また、収入未済額は１億8,981万円余で、

内容は、生活保護費返還徴収金、母子父子寡

婦福祉資金貸付金償還元金等でございます。 

 次に、歳出でございますが、一般会計、母

子父子寡婦福祉資金特別会計及び国民健康保

険事業特別会計を合わせまして、予算額

4,388億1,615万円余に対し、支出済額は

4,097億8,869万円余となっております。 

 翌年度への繰越額は67億1,756万円余で、

主に新型コロナウイルス感染症対策や社会福

祉施設の整備等に関するものでございます。 

 また、不用額は223億990万円余で、内容と

しましては、国民健康保険事業特別会計にお

ける県内市町村の保険給付費等の実績額及び

新型コロナウイルス感染症や令和２年７月豪

雨に関する予算の実績額が見込みを下回った

こと等による執行残でございます。 

 以上、決算の概要を御説明申し上げました

が、詳細につきましては、各課長が御説明い

たします。御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 

○渕上陽一委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いします。 

 

○椎場健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 まず、健康福祉部の本年度の定期監査にお

ける指摘事項でございますけれども、健康福

祉政策課と医療政策課について、それぞれ１

件ずつの指摘がございます。決算概要の説明

の際に各課から御説明をさせていただきます

ので、よろしくお願いします。 

 まず、私のほうから健康福祉政策課の指摘

事項について御説明をいたします。 

 お手元の資料のうち、監査結果指摘事項と

いう表題の資料の１ページを御覧いただきた

いと思います。 

 指摘事項は、国庫貸付金の償還遅延につい

てでございます。 

 内容は、「令和２年度、2020年度の上期分

の災害援護資金の国への償還が遅れたため、

延滞金２万7,096円が発生している。支払・

手続において組織的なチェック体制の強化を

図り、支払遅延の防止に努めること。」とい

うことでございます。 

 事案の概要について御説明をいたします。 

 令和元年度の下期に市町村から償還を受け

たものに係る国への償還金、こちらのほうは

国への償還金でございまして、令和２年の、

2020年の９月末日までに償還すべきところ

を、この処理を失念しまして、令和２年の10

月７日に償還したことに伴いまして、２万

7,096円の延滞金を支払ったというものでご

ざいます。 

 その後の対応状況について御説明をさせて

いただきます。 

 令和２年度上期の償還遅延を受けまして、

下期には事業担当者と会計担当者との間で償

還がある旨の情報を共有するとともに、定期

的に進捗状況を確認し、償還が確実に完了す

るような体制を整えております。また、会計

課からも進捗状況の確認を行っていただいて

おります。 
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 なお、進捗状況につきましては、その都

度、上司と共有しまして、遅延がないよう組

織的な管理を行っているところでございま

す。 

 今後とも、組織的な情報共有を継続すると

ともに、担当者が変更になる場合にも、担当

者及び班長への確実な引継ぎを行うととも

に、同様の事例が発生しないように努めてま

いりたいと思います。 

 続きまして、令和２年度の決算につきまし

て御説明をさせていただきます。 

 決算特別委員会説明資料の２ページを御覧

いただきたいと思います。 

 まず、健康福祉政策課の歳入でございま

す。 

 お開きいただいている２ページの冒頭、使

用料及び手数料、中ほどの国庫支出金、それ

から４ページになりますけれども、財産収

入、それから５ページの中段の繰入金、それ

から下段の繰越金、そして６ページになりま

すけれども、諸収入、それから７ページ、最

後になりますけれども、県債の項目ですけれ

ども、いずれも不納欠損額、収入未済額とも

ございません。 

 歳入の大きかったものだけ簡単に御説明を

させていただきます。 

 お戻りいただきまして、２ページを御覧い

ただきたいと思います。 

 中ほどの国庫支出金の災害救助費負担金で

ございます。 

 災害救助費負担金につきましては、令和２

年７月豪雨分について、概算交付額が見込み

を下回ったために、20億6,254万円余の予算

が、現予算を下回っているということでござ

います。これは、仮設住宅の建設費用、それ

からみなし仮設の賃料などが当初の見込みよ

りも下回ったことによりまして、国庫支出金

の額が見込みを下回ったというものでござい

ます。 

 次に、８ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

 ここからは歳出でございます。 

 歳出につきましては、主なものについて御

説明を申し上げます。 

 まず、中段の民生費の中の社会福祉総務費

でございます。 

 支出済額として12億4,024万円余となって

おります。 

 主な事業につきましては、備考欄に記載の

とおりでございます。 

 なお、不用額３億7,223万円余につきまし

ては、住まいの再建支援事業における助成事

業の実績及び地域支え合いセンターの運営事

業の実績が見込みを下回ったことによりまし

て執行残となったものでございます。 

 次に、９ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

 下段の災害救助費でございます。 

 支出済額は141億5,988万円となっておりま

す。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額28億8,538万円余につきまし

ては、災害救助事業及び災害弔慰金事業の実

績が見込みを下回ったことによる執行残など

でございます。 

 次に、10ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

 公衆衛生総務費でございますけれども、支

出済額が4,219万円余となっております。 

 主な事業は、資料の備考欄のほうに記載の

とおりでございます。 

 なお、不用額959万円余につきましては、

保健統計調査事務費及び地域保健医療推進協

議会に関わる事務費の執行残などでございま

す。 

 続きまして、その下段になりますけれど

も、保健環境科学研究所費を御覧いただきた

いと思います。 

 こちらのほうは、宇土市にあります同研究
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所の運営費でございます。 

 支出済額が２億3,201万円余となっており

ます。 

 なお、不用額でございますけれども、489

万円余となっておりますけれども、この研究

所の人件費及び管理運営費に係る執行残とい

うことでございます。 

 続きまして、最下段になりますけれども、

保健所費でございます。 

 支出済額が17億6,220万円余となっており

ます。 

 主な事業は、県下の10か所の保健所の運営

費に関わる経費でございます。 

 なお、不用額3,301万円余につきまして

は、人件費及び保健所の非常用自家発電設備

整備費の実績が見込みを下回ったことによる

執行残などでございます。 

 以上が決算の概要になります。 

 続きまして、別冊の附属資料のほうを御覧

いただきたいと思います。 

 別冊の附属資料の１ページをお開きくださ

い。 

 明許繰越事業について御説明をさせていた

だきます。 

 まず、県総合福祉センター管理費でござい

ます。 

 791万円余の繰越しを行っております。 

この事業は、新型コロナウイルスの感染防

止対策としまして、研修ホール、会議室のＡ

Ｖ機器等の改修を行う事業でございます。国

の補正予算による事業の実施でございまし

て、年度内の事業執行が困難なため、繰越し

となったものでございます。 

 なお、工事につきましては、８月末に完了

しているところでございます。 

 次に、新型コロナウイルス困りごと支援事

業でございますけれども、3,000万円の繰越

しを行っております。 

この事業は、新型コロナウイルス感染症に

伴う経済的影響を受けた独り親家庭や障害

者、生活困窮者などの困難を抱える方々を支

援する団体に対して支援を行うものでござい

ます。 

 国の補正予算による事業実施のため、令和

３年度に繰り越して事業を実施するものでご

ざいます。 

 健康福祉政策課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いします。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 まず、令和２年度の決算の説明をさせてい

ただきます。 

 お手元の説明資料12ページをお願いいたし

ます。 

 まず、歳入につきましては、12ページから

14ページにかけまして使用料及び手数料、14

ページから17ページにかけまして国庫支出

金、18ページ上段の繰越金、下段の諸収入と

ございますが、いずれも不納欠損額、収入未

済額はございません。 

 続きまして、19ページをお願いいたしま

す。 

 歳出につきまして、主なものを御説明させ

ていただきます。 

 まず、３段目の公衆衛生総務費でございま

すが、支出済額が３億6,900万円余となって

おります。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額3,826万円余につきまして

は、肝炎対策事業のうち、肝炎治療の医療費

助成の申請件数が見込みを下回ったことなど

によるものでございます。 

 ４段目の結核対策費でございますが、支出

済額が3,538万円余となっております。 

不用額2,897万円余につきましては、結核

患者医療費助成の申請及び検診費が見込みを

下回ったものによるものでございます。 

 続きまして、20ページをお願いいたしま
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す。 

 予防費でございますが、支出済額が17億

1,363万円余となっております。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額15億8,181万円余につきまし

ては、新型コロナウイルス感染症関連事業の

実施につきまして、各種助成に係る申請件数

が見込みより少なかったことなどによる執行

残によるものでございます。 

 続きまして、21ページをお願いいたしま

す。 

 ２段目の食品衛生指導費でございますが、

支出済額が７億4,527万円余となっておりま

す。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額4,334万円につきましては、

主に食肉衛生検査所建て替え工事に係る執行

残によるものでございます。 

 続きまして、22ページをお願いいたしま

す。 

 環境整備費でございます。 

 支出済額が１億7,960万円余となっており

ます。 

 不用額1,331万円余につきましては、主に

新動物愛護センター建設工事に係る執行残で

ございます。 

 続きまして、別冊の附属資料２ページをお

願いいたします。 

 繰越事業につきまして御説明をさせていた

だきます。 

 １段目の感染症指定医療機関運営指導費で

ございますが、3,960万円余を繰り越してお

ります。これは、感染症患者等の入院受入れ

を行う医療機関や帰国者・接触者外来等に対

しまして、設備等の整備費用の助成を行う経

費でございますが、新型コロナウイルス感染

症に係る資材につきまして、需要の高まりに

より入手が困難となったため、年度内の事業

完了が困難となり、繰り越したものでござい

ます。 

 続きまして、２段目の感染症発生動向調査

事業、Ｒ２経済対策分でございますが、330

万円を繰り越しております。 

これは、医療機関等に対しまして、ＰＣＲ

検査機器整備費用の助成を行う経費でござい

ますが、需要の高まりにより昨年度内での機

器の納入が困難であったため、繰り越したも

のでございます。 

 続きまして、３段目及び４段目の新型コロ

ナウイルス感染症保健所機能強化事業、３次

補正分でございますが、合わせて4,240万円

余を繰り越しております。 

これは、財源である新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金が、国におきま

して、令和３年度当初予算と一体として令和

２年度第３次補正予算が編成されたことか

ら、年度内の執行が困難であったため、繰り

越したものでございます。 

 続きまして、５段目の管理・運営費でござ

いますが、9,507万円余を繰り越しておりま

す。 

これは、食肉衛生検査所の旧庁舎解体工事

等に要する経費でございますが、管理委託契

約等に期間を要し、昨年度内での完了が困難

であったため、繰り越したものでございま

す。 

 なお、工事につきましては、令和３年12月

の完了を予定しております。 

 続きまして、６段目、動物愛護推進事業で

ございますが、3,702万円余を繰り越してお

ります。 

これは、天草保健所の動物を保護します動

物愛護舎の整備事業に要する経費でございま

すが、令和２年７月豪雨により工期が延びた

ことにより、昨年度内での完了が困難であっ

たため、繰り越したものでございます。 

 なお、工事につきましては、令和３年９月

に完了しております。 
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 続きまして、３ページをお願いいたしま

す。 

 同じく動物愛護推進事業でございますが、

1,660万円余を繰り越しております。 

これは、新動物愛護センター整備事業に要

する経費でございますが、設計委託等につき

まして昨年度内での完了が困難であったた

め、繰り越したものでございます。 

 健康危機管理課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○篠田高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 説明資料の23ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、23ページが使

用料及び手数料になっておりまして、次の24

ページが国庫支出金、さらにその次の25ペー

ジが繰越金と諸収入になっておりますが、い

ずれの科目も、全ての歳入におきまして、不

納欠損額及び収入未済額はございません。 

 続きまして、26ページをお願いいたしま

す。 

 26ページからが歳出でございます。 

 まず、民生費の中の社会福祉費のうち社会

福祉総務費ですが、支出済額としましては、

１億6,300万円余となっております。 

 事業の概要につきましては、備考欄に記載

しているとおりでございます。 

 不用額の欄でございますが、1,600万円余

となっておりまして、これは、社会福祉施設

等に対する派遣体制構築事業や福祉人材緊急

確保事業等におきまして、執行額が当初の見

込額を下回ったことによるものでございま

す。 

 次に、その下の老人福祉費ですが、支出済

額は、70億2,000万円余となっております。   

隣の翌年度繰越額の欄ですけれども、22億

6,100万円余となっておりまして、こちらに

つきましては、後ほど別冊の附属資料で説明

をさせていただきます。 

 不用額としまして２億1,000万円余ござい

ますが、これは、施設開設準備経費助成特別

対策事業や新型コロナ緊急包括支援事業、介

護分等におきまして、補助対象施設の取下げ

や執行額が当初の見込額を下回ったことなど

によるものでございます。 

 次に、27ページをお願いいたします。 

 老人福祉施設費ですが、支出済額は14億

3,000万円余となっております。 

 翌年度繰越額が７億7,600万円余でござい

ますが、これは、後ほど別冊で説明をさせて

いただきます。 

 不用額としまして、10億3,400万円余ござ

いますが、これは、介護施設への換気等設備

事業などにおきまして、補助対象施設の取下

げや執行額が当初の見込額を下回ったことな

どによるものでございます。 

 歳出の最後でございますが、災害復旧費で

民生施設補助災害復旧費ですが、支出済額

は、４億9,600万円余となっております。 

 不用額としまして、３億2,000万円余とな

っておりますが、これは、老人福祉施設等災

害復旧事業におきまして、執行額が当初の見

込みを下回ったことによるものでございま

す。 

 続きまして、別冊の附属資料の４ページを

お願いいたします。 

 明許繰越しでございます。 

 ４ページの一番上から５ページの２段目ま

でが施設開設準備経費助成特別対策事業で、

全部で５件となっておりまして、令和３年度

への繰越額の欄を合計いたしますと7,200万

円余の繰越しを行っております。 

これは、工事発注までの諸手続や労務者の

確保等に不測の日数を要したことに伴い、繰

越しをしているものでございます。 

 次に、５ページの３段目から６ページの１

段目までが介護サービス事業所等におけるサ

ービス継続支援事業でございまして、全部で

２件、合計で7,500万円余の繰越しを行って
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おります。 

これは、新型コロナウイルス感染症の長期

化によりまして事業完了が見込まれないた

め、繰越しをしているものでございます。 

 次に、６ページの２段目から７ページの２

段目までが新型コロナウイルス感染症緊急包

括支援事業の介護分でございまして、全部で

４件、合計で21億1,300万円余の繰越しを行

っております。 

これも、新型コロナウイルス感染症の長期

化によりまして事業完了が見込まれないため

に繰越しをしているものでございます。 

 次に、７ページの３段目から８ページ、９

ページ、さらに10ページの２段目まででござ

いますが、介護基盤緊急整備等事業となって

おりまして、全部で９件、合計で３億8,500

万円余の繰越しを行っております。 

これらは、資材の確保や労務者の確保等に

不測の日数を要したことに伴いまして、繰越

しをしているものでございます。 

 続きまして、10ページの３段目から12ペー

ジの１段目までが老人福祉施設整備等事業の

中の非常用自家発電設備整備事業分でござい

まして、全部で５件、合計で5,300万円余の

繰越しを行っております。これらは、資材の

確保や労務者の確保に不測の日数を要したこ

とから繰越しをしているものでございます。 

 次に、12ページの２段目から13ページの２

段目までが、介護施設等における簡易陰圧装

置、換気設備支援事業、Ｒ２経済対策分でご

ざいまして、全部で４件、合計で1,800万円

余の繰越しを行っております。これらは、諸

手続や資材の確保に不測の日数を要したこと

から繰越しをしているものでございます。 

 次に、13ページの３段目から、少し飛びま

すが、16ページの３段目までが、非常用自家

発電設備整備事業の３次補正分でございま

す。全部で10件、合計で１億3,500万円余の

繰越しを行っております。これらは、国の３

次補正予算による事業の実施でありまして、

年度内の執行が困難なことから繰越しをして

いるものでございます。 

 次に、17ページ１段目の老人福祉施設整備

等事業、水害対策強化事業分の３次補正分で

ございまして、これは、この１事業でござい

ますが、2,400万円余の繰越しを行っており

ます。 

これも、国の３次補正によるものでござい

まして、年度内の執行が困難なことから繰越

しをしているものでございます。 

 最後でございますが、17ページ２段目の介

護施設における感染拡大防止ゾーニング環境

等整備支援事業３次補正分でございますが、

１億5,900万円の繰越しを行っております。 

これも、国の３次補正関連でございまし

て、繰越しをしているものでございます。 

 今回報告させていただきました繰越事業に

つきましては、いずれも今年度中に完了を予

定しております。 

 高齢者支援課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○本田認知症対策・地域ケア推進課長 認知

症対策・地域ケア推進課でございます。 

 令和２年度の決算について説明させていた

だきます。 

 お手元の説明資料28ページをお願いいたし

ます。 

 まず、歳入でございますが、28ページの使

用料及び手数料、国庫支出金、29ページの財

産収入、繰入金、繰越金、おめくりいただき

まして30ページの諸収入でございますが、い

ずれも不納欠損額、収入未済額はございませ

ん。 

 続きまして、説明資料31ページをお願いい

たします。 

 歳出について御説明いたします。 

 民生費、社会福祉費の老人福祉費でござい

ますが、支出済額として273億2,868万円余と

なっております。 
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 事業の概要につきましては、備考欄記載の

とおりでございます。 

 翌年度繰越額109万円余でございますが、

こちらにつきましては、後ほど別冊の附属資

料で御説明いたします。 

 ２億6,703万円余の不用額が生じておりま

すが、介護給付費県負担金交付事業の実績額

が見込額を下回ったこと、介護保険財政安定

化基金運営事業における借入額が見込額を下

回ったことによる執行残でございます。 

 おめくりいただき、32ページをお願いいた

します。 

 衛生費、公衆衛生費の公衆衛生総務費でご

ざいますが、支出済額として65万円余となっ

ております。 

 事業は、備考記載のとおり、在宅医療連携

推進事業でございます。176万円余の不用額

が生じておりますが、事業実績が見込みを下

回ったことによります執行残でございます。 

 医薬費の医務費でございますが、支出済額

として1,169万円余となっております。 

事業は、在宅歯科医療機能強化事業でござ

います。154万円余の不用額が生じておりま

すが、事業実績が見込みを下回ったことによ

る執行残でございます。 

 続きまして、別冊の附属資料18ページをお

願いいたします。 

 明許繰越事業の説明をさせていただきま

す。 

 高齢者住宅改造助成事業でございますが、

15万円の繰越しを行っております。 

これは、新型コロナウイルスの影響等によ

り、工事の年度内完了が困難だったために繰

り越したものでございます。 

 なお、工事につきましては完了しておりま

す。 

 また、介護従事者等を対象とした法定研修

及び試験における感染防止対策支援事業につ

きましては、新型コロナウイルスの影響によ

り研修が延期されたことに伴い、繰り越した

ものでございます。 

 本事業につきましては、既に研修は実施し

ておりまして、間もなく日程を全て完了する

予定でございます。 

 認知症対策・地域ケア推進課は以上でござ

います。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 令和２年度の決算について説明をいたしま

す。 

 説明資料の33ページをお願いいたします。 

 まず、歳入について説明いたします。 

 33ページの使用料及び手数料、中段の国庫

支出金から36ページ上段の財産収入までにつ

きましては、不納欠損額、収入未済額はござ

いません。 

 36ページ、37ページの諸収入につきまして

は、8,399万円余の収入未済額がございます

ので、これにつきましては、後ほど別冊の附

属資料にて説明をいたします。 

 次に、38ページをお願いいたします。 

 歳出につきまして、主なものを説明いたし

ます。 

 まず、民生費、社会福祉費のうち社会福祉

総務費でございますが、支出済額は、80億

3,591万円余で、主な事業は、備考欄に記載

のとおりでございます。 

 不用額４億7,560万円余のうち主なもの

は、生活福祉資金貸付事業、経済対策分の国

庫内示減及び民生委員費等の執行残でござい

ます。 

 次に、下段の遺家族等援護費でございます

が、支出済額は5,899万円余で、不用額2,824

万円余のうちの主なものは、特別給付金等支

給事務費等の執行残でございます。 

 39ページをお願いいたします。 

 生活保護費のうち生活保護総務費でござい

ますが、支出済額は、10億9,157万円余で、
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主な事業は、備考欄に記載のとおりでござい

ます。 

 不用額の9,294万円余のうち主なものは、

生活困窮者総合相談支援事業、経済対策分や

生活困窮者自立支援プラン推進事業などの執

行残でございます。 

 40ページをお願いいたします。 

 上段の扶助費でございますが、支出済額

は、37億5,598万円余で、不用額の１億7,697

万円余は、生活保護費の所要額が見込額を下

回ったことによるものでございます。 

 次に、下段の衛生費の精神保健費でござい

ますが、これは、ひきこもり支援推進事業

で、支出済額は527万円余、不用額は272万円

余で、新型コロナウイルス感染症の関係で研

修会の開催ができなかったこと等によるもの

でございます。 

 続きまして、別冊附属資料の29ページをお

願いいたします。 

 収入未済について説明をいたします。 

 まず、歳入決算の状況でございますが、生

活保護世帯進学応援資金貸付金回収金と雑入

の償還金に係る遅延利息分の合計735万円余

の収入未済となっております。 

 本貸付けは、生活保護世帯から大学等への

進学のために世帯分離した方へ生活費を貸し

付けるものでございます。 

もともと厳しい状況の中で、卒業後は不安

定な就業であったり、失業中あるいは精神疾

患等の傷病の影響などにより、生活困窮のた

め、償還が滞っているものでございます。 

 次に、収入未済額の推移でございます。 

 令和２年度の現年度分は、前年度と比べて

僅かながら減少したものの、合計では145万

円余の増加となっております。 

 収入未済額の増加理由としましては、貸付

期間が終了し、償還者が増加したことや、先

ほど申し上げましたように、生活困窮により

償還が滞っているためでございます。 

 次に、30ページの未収金対策の取組でござ

いますが、滞納発生前の防止策として、貸付

申込時及び償還開始時に、借受人及び連帯借

受人と面談し、返済に関する十分な意識づけ

を行うとともに、徴収活動に関しては、滞納

者の滞納状況や生活状況等を把握した上で、

個別に文書、電話、訪問等の督促計画を作成

し、より効果的な未収金の徴収活動を行った

ところでございます。 

 次に、31ページをお願いいたします。 

 生活保護費返還徴収金として、7,663万円

余の収入未済となっております。現年度分は

前年度と比べて減少したものの、合計で353

万円余の増加となっております。 

これは、債務者が生活保護受給中または生

活困窮の状況にあることから、収入未済とな

っているものでございます。 

 令和２年度の収入未済額の増加理由としま

しては、障害年金の遡及受給、遡っての受給

が発生した際に、振込時期や金額の把握が遅

れたものがあり、その間に返還対象となる収

入の費消が進み、未収金が増える結果となり

ました。 

 また、就労収入の無申告や過少申告による

事案も発生しましたが、発見時には既に費消

しており、徴収に至らなかったものでござい

ます。 

 また、収入も含めた生活状況の把握は、被

保護者宅への訪問調査時に行いますが、新型

コロナウイルスの感染防止策として、訪問に

代え、電話連絡等による生活状況の確認にな

らざるを得なかったことで正確な収入の把握

が遅れたこと、また、生活保護廃止後に就労

収入により返済中の方で、新型コロナウイル

ス感染症の影響により減収となり、返済額が

減少された方もおり、収入未済額が増加した

理由の一つと考えております。 

 32ページをお願いいたします。 

 未収金対策でございますが、まず、発生防

止策としまして、収入申告義務確認書を保護

の開始時だけでなく毎年１回徴取するなど、



第３回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（令和３年10月８日) 

 - 26 - 

収入申告義務の周知徹底を図るとともに、資

産調査を年１回から年２回以上に拡充してお

ります。 

 また、未収金削減に向けた取組としまして

は、本庁に滞納整理員を配置し、回収に取り

組むとともに、生活保護費との相殺を強化し

ております。 

 今後も、収入申告義務の徹底等による未収

金発生の未然防止、債権の早期発見、早期対

応により、収入未済額の縮減に努めてまいり

ます。 

 社会福祉課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○坂本子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 本体の説明資料にお戻りいただきまして、

41ページをお願いいたします。 

 まず、歳入について御説明申し上げます。 

 最上段、分担金及び負担金の未熟児養育費

負担金について、不納欠損と収入未済がござ

います。後ほど別冊の附属資料で御説明いた

します。 

 その下の使用料、手数料の欄から、おめく

りいただきまして42ページからが国庫支出金

が続いております。おめくりいただきまし

て、45ページ下段の財産収入、それから46ペ

ージの繰入金、繰越金、諸収入まで、全て不

納欠損、収入未済はございません。 

 続きまして、歳出について、主なものを御

説明いたします。 

 おめくりいただきまして、48ページをお願

いいたします。 

 児童福祉総務費でございます。 

 不用額10億1,893万円余の不用額が生じて

おります。 

これは、子ども・子育て支援交付金、コロ

ナ対応分等における実績額の減などによるも

のでございます。 

 翌年度への繰越額２億7,328万円余につき

ましては、後ほど別冊の附属資料で御説明を

いたします。 

 続きまして、下、49ページでございます。 

 児童措置費につきまして、不用額が16億

5,873万円余生じております。 

これは、子供のための教育・保育給付費、

市町村の事業でございますが、その県負担金

の実績の減によるものでございます。 

 それから、下段の児童福祉施設費につきま

しては、8,214万円余の不用額が生じており

ます。 

これは、特別保育総合推進事業等の補助実

績額の減などによるものでございます。 

 おめくりをいただきまして、50ページをお

願いいたします。 

 上段の公衆衛生総務費につきまして、３億

868万円余の不用額生じております。 

これは、小児慢性特定疾病対策事業等にお

ける実績額の減などによるものでございま

す。 

 翌年度繰越額1,611万円につきましては、

後ほど別冊附属資料で御説明をいたします。 

 51ページでございます。 

 私学振興費につきまして、不用額が１億

3,959万円余発生しております。 

これは、教育支援体制整備事業等における

実績額の減等によるものでございます。 

 翌年度繰越額の2,943万9,000円につきまし

ては、後ほど別冊附属資料で御説明をいたし

ます。 

 おめくりをいただきまして、52ページでご

ざいます。 

 下段の民生施設補助災害復旧費につきまし

ては、７億9,679万円余の不用額が生じてお

りますが、これは、昨年７月豪雨の児童福祉

施設災害復旧事業におきます年度内実施分に

ついて、実績額が減になったことによるもの

でございます。 

 続きまして、別冊の附属資料をお願いいた

します。19ページでございます。 
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 明許繰越事業４件でございます。 

 まず、最上段の放課後等ＩＣＴ化推進事

業、３次補正分について１億1,683万4,000円

繰り越しております。これは、放課後児童ク

ラブなどのＩＣＴ化推進の経費で、国の３次

補正対応の補正予算として２月に１回計上さ

せていただいたもので、令和２年度中に事業

実施ができませんでしたので、全額を繰り越

しております。 

 現在、８市町村50施設が申請手続中でござ

います。未申請の部分につきましても、引き

続き働きかけを行ってまいります。 

 ２段目の放課後等感染拡大防止事業、３次

補正分につきまして、１億5,645万5,000円繰

越しでございます。これも、放課後児童クラ

ブ等の継続的に実施していただくための感染

防止対策に要する経費の補助でございまし

て、これも２月議会３次補正分として計上さ

せていただきまして、２年度中には２町村４

施設の事業を行いまして、その残りを全額繰

り越しております。今年度に入りまして、18

市町村370施設の申請を今進めております。

引き続き各施設の感染防止対策支援に向けて

働きかけを行ってまいります。 

 ３段目の不妊対策事業、３次補正分につき

まして1,611万5,000円を繰り越しておりま

す。これは、体外受精等特定不妊治療費の助

成に要する経費でございまして、これも国の

３次補正分として予算を計上させていただき

ました。本年の１月治療分から助成開始とな

っており、国の方針で今年度に繰り越しても

活用が可能となったことから、所要額を繰越

し、対応したものでございます。現在の申請

状況から、繰越分については全額の執行を予

定しております。 

 最後に、認定こども園施設整備事業につき

ましては、１園、2,943万9,000円を繰り越し

ております。これは、熊本市内の認定こども

園の改築事業でございまして、新型コロナの

関係で技術者確保が難航したということで工

期が遅れましたけれども、６月には完了して

おりまして、現在、実績報告、支払いに向け

た手続を進めているところでございます。 

 それから、同じく、附属資料の33ページを

お願いいたします。 

 収入未済でございます。未熟児養育医療費

の保護者負担金について、収入未済、御説明

申し上げます。 

 まず、１の歳入決算の状況につきまして

は、不納欠損が８万3,000円、収入未済額が

２万8,000円となっております。 

 収入未済額の推移につきましては、30年度

から令和２年度にかけて10万5,000円の減少

となっております。 

 ３の収入未済の状況につきましては、債務

者の方は３名でございまして、内訳として

は、分割納付が１名、なかなか督促等に応じ

ていただけない方が２名という状況でござい

ます。 

 ４の未収金対策でございますけれども、こ

れにつきましては、平成25年度から市町村に

事務が移管されておりまして、その以前の部

分で、それ以降は発生はしておりません。 

 未収分につきまして、昨年度も市町村を通

じて資産等を確認調査をさせていただきまし

て、１名の方から一部納付あっております。 

 今後とも粘り強く未収金回収には努めてま

いりたいと思います。 

 最後に、42ページでございます。 

 不納欠損に関する調べ、同じく、先ほどの

未熟児養育費負担金について、徴収努力を行

ってまいりましたけれども、公債権、５年の

時効が成立したお１人の４件、８万3,000円

について、不納欠損処分をいたしておりま

す。 

 子ども未来課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 
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 本体資料にお戻りいただきまして、53ペー

ジをお願いいたします。 

 子ども家庭福祉課の一般会計の歳入につい

て御説明させていただきます。 

 一番上の分担金及び負担金の児童保護費負

担金につきましては、児童の施設入所に伴う

保護者負担金でございますけれども、不納欠

損と収入未済がございますので、後ほど別冊

の資料で御説明させていただきます。 

 その下、使用料及び手数料の欄から、飛び

まして、ページをおめくりいただきまして、

55ページの中段部分ですけれども、財産収入

の部分までには、不納欠損、収入未済ござい

ません。 

 同じページ、下から２つ目でございますけ

れども、貸付金元利収入の要保護児童進学応

援資金貸付金回収金につきましては、収入未

済がございますので、後ほど附属資料で御説

明させていただきます。 

 おめくりいただきまして、56ページをお願

いいたします。 

 一番下の年度後返納につきましては、児童

扶養手当の過年度分の返納金等でございま

す。収入未済がございますので、後ほど附属

資料で御説明させていただきます。 

 続きまして、57ページをお願いいたしま

す。 

 一般会計の歳出につきまして、主なものを

御説明させていただきます。 

 中段の社会福祉施設費でございますけれど

も、1,572万円余の不用額が生じておりま

す。これは、女性一時保護管理運営費等の事

業の実績が見込みを下回ったことによるもの

でございます。 

 最下段の児童福祉総務費で1,402万円余の

不用額が生じております。これは、こんにち

は赤ちゃん事業費等補助事業等の事業の実績

が見込みを下回ったことによるものでござい

ます。 

 おめくりいただきまして、58ページをお願

いいたします。 

 上段の児童措置費につきまして、１億

6,653万円余の不用額が生じております。こ

れは、児童手当市町村交付金等の事業の実績

が見込みを下回ったことによるものでござい

ます。 

 下段の母子福祉費につきまして、２億

7,163万円余の不用額が生じております。こ

れは、ひとり親世帯臨時特別給付金等の事業

の実績が見込みを下回ったことによるもので

ございます。 

 続きまして、59ページをお願いいたしま

す。 

 児童福祉施設費につきまして、１億4,631

万円余の不用額が生じております。これは、

新型コロナ緊急対策支援等の事業の実績が見

込みを下回ったことによるものでございま

す。 

 おめくりいただきまして、60ページをお願

いいたします。 

 母子父子寡婦福祉資金特別会計の歳入でご

ざいます。 

 上段の繰越金につきましては、前年度から

の繰越金でございます。 

 中段の貸付金償還元金と下段の年度後返納

で収入未済がございますので、こちらにつき

ましては、後ほど附属資料で御説明させてい

ただきます。 

 61ページでございます。 

 歳出でございます。 

 母子父子寡婦福祉資金につきまして、

1,539万円余の不用額が生じておりますが、

これは、貸付実績が見込みを下回ったものに

よるものでございます。 

 続きまして、附属資料をお願いいたしま

す。 

 附属資料の20ページを御覧ください。 

 繰越明許について、主なものを御説明させ

ていただきます。 

 下から２段目の児童養護施設等における新



第３回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（令和３年10月８日) 

 - 29 - 

型コロナ対策事業支援事業につきまして２億

3,117万円余の繰越しをしております。これ

は、児童養護施設等におきまして新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止に要する経費で、国

の経済対策によります補正予算として２月補

正予算に計上させていただいたものでござい

ます。令和２年度中には事業の実施ができま

せんでしたので、全額繰越しをさせていただ

いております。 

 このページに掲載させていただいておりま

す事業につきましては、いずれも本年の３月

末までに事業完了の予定でございます。 

 飛びまして、34ページをお願いいたしま

す。 

 収入未済について御説明させていただきま

す。 

 児童保護費負担金の収入未済でございま

す。これは、繰り返しになりますけれども、

児童養護施設等への入所措置に伴う保護者負

担金でございます。 

 まず、１の歳入決算の状況につきまして、

不納欠損額が173万2,000円、収入未済額が

3,620万4,000円となっております。 

 児童保護費負担金は、児童福祉法に基づき

まして保護者の所得に応じた負担が定められ

ておりますが、そもそも親が虐待を否定する

など入所に納得していないケースもあるこ

と、生活に困窮している世帯が多いことなど

により、どうしても収入未済が発生してしま

うところでございます。 

 続きまして、２の収入未済額の過去３年間

の推移でございますけれども、令和２年度に

つきましては、前年度から額にして73万

9,000円の若干の増となっております。 

 ３の収入未済の状況でございますけれど

も、債務件数が4,525件で、そのうち分割納

付中が2,405件、全体の５割を占めておりま

す。また、非協力的なケースが1,891件、生

活困窮が154件という状況でございます。 

 ４の未収金対策でございますけれども、預

貯金調査を実施しておりますが、預貯金等が

なかったために、文書等による催告を継続的

に実施しております。 

 未然防止対策といたしまして、新規のケー

スにつきましては、入所時の保護者説明を徹

底する、口座振替手続の勧奨など、取組を行

っているところでございます。一朝一夕な削

減は、なかなか難しい状況にはございます

が、地道に丁寧にコンタクトを切らさないよ

う、引き続き未収金の解消に努めてまいりた

いと思っております。 

 あわせて、不納欠損を先に御説明させてい

ただきたいと思います。 

 飛びまして、43ページをお願いいたしま

す。 

 児童保護費負担金につきまして、備考欄記

載のとおり、債務者の生活困窮等を事由とい

たしまして、377件、173万2,000円を不納欠

損処理とさせていただいているところでござ

います。 

 ページ、お戻りいただきまして、35ページ

をお願いいたします。 

 上段の要保護児童進学応援資金は、児童養

護施設等を退所して大学等へ進学する児童に

対しまして生活資金を貸し付ける制度といた

しまして、平成27年度まで実施していた事業

でございます。収入未済額は28万生じており

ます。 

 ２段目の年度後返納金につきましては、児

童扶養手当の返納金で、年金受給等により手

当の受給資格を失った後にも手当を受け取ら

れていたため、返納が生じているものでござ

います。収入未済額は1,763万円となってい

るところでございます。 

 ２の収入未済金の推移でございますけれど

も、応援資金は平成30年度から未収金が発生

し、昨年度は未収金の増減はございません。

児童扶養手当返納金につきましては、令和２

年度は前年度から44万円の増となっていると

ころでございます。 
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 １枚お開けいただきまして、36ページをお

願いいたします。 

 収入未済額の状況でございますけれども、

応援資金の債務者は１名でございます。下段

の児童扶養手当返納金につきましては、債務

者は、48名全員が分割納付中という状況でご

ざいます。 

 ４の未収金対策でございますけれども、両

債権とも、債務者と丁寧に連絡を取りなが

ら、納付の勧奨と確認に努めてまいります。 

 また、児童扶養手当返納金につきまして

は、訪問回数、催告回数を増やすなどの取組

の強化をしており、各福祉事務所におきまし

ては、夜間の催告ですとか、分納計画の見直

し、家庭訪問等を実施しているところでござ

います。本庁から福祉事務所へのヒアリング

で個別のケースの助言も行っているところで

ございます。 

 また、障害年金等の遡及認定によります返

納が多いという状況もございますので、年金

事務所への年金受給の一斉照会などを実施し

て、高額返納の債権の発生防止に努めてまい

ります。 

 おめくりいただきまして、37ページをお願

いいたします。 

 特別会計におきます収入未済の状況でござ

います。 

 上段の母子父子寡婦福祉資金貸付金につき

ましては、母子家庭等に対し修学資金や生活

資金などを貸し付けるものでございまして、

償還金の収入未済額が4,073万7,000円生じて

いるところでございます。 

 次の段の年度後返納につきましては、学校

を中退した場合など貸付けの中止時に発生す

るものでございまして、収入未済額は122万

9,000円となっております。 

 過去３年の推移でございますけれども、令

和２年度は、前年度から約５万円の減少とな

っているところでございます。 

 続きまして、38ページをお願いいたしま

す。 

 収入未済の状況でございますけれども、債

務者は合計で228名、そのうち約９割の213名

が分割納付中でございます。そのほか、生活

困窮が８名、所在不明が７名という状況でご

ざいます。 

 ４の未収金対策でございますけれども、下

から２番目のポツでございますけれども、債

務者を徴収の困難性により４つの分類に分け

て管理するなど、効率的な徴収活動を実施し

ているところでございます。 

 子ども家庭福祉課は以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○下村障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 資料にお戻りいただきまして、62ページを

お願いいたします。 

 歳入につきまして、主なものを御説明いた

します。 

 まず、分担金及び負担金についてですが、

児童保護費負担金で不納欠損額が51万円余、

収入未済額が、２段下のこども総合療育セン

ター負担金と合わせて640万円余となってお

ります。この詳細は、後ほど別冊の附属資料

で御説明させていただきます。 

 次に、63ページから65ページの使用料及び

手数料や国庫支出金につきましては、不納欠

損額、収入未済額ともにございません。 

 次に、66ページをお願いいたします。 

 上から２段目の新型コロナウイルス感染症

緊急包括支援交付金につきましては、予算現

額と収入済額に８億900万円余の差が生じて

おります。また、次ページ１段目の障害者福

祉施設整備費補助につきましても５億7,700

万円余の差が生じておりますが、これは、い

ずれも主な事業を翌年度に繰り越したことに

よるものでございます。 

 繰越事業の内容につきましては、後ほど附

属資料にて御説明させていただきます。 
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 次の68ページから70ページの財産収入、繰

越金及び諸収入につきましては、いずれも不

納欠損額、収入未済額はございません。 

 続きまして、71ページをお願いいたしま

す。 

 歳出について、主なものを御説明いたしま

す。 

 まず、障害者福祉費において４億5,400万

円余の不用額が生じております。 

これは、主に重度心身障がい者医療費助成

事業や精神通院医療費の実績が見込みを下回

ったことによるものでございます。 

 続きまして、72ページですが、中段の児童

措置費は、障害児の施設への入所または通所

に係る費用でして、4,000万円余の不用額が

生じております。 

これは、主に利用児童数などが見込みを下

回ったことによるものでございます。 

 次に、下段の児童福祉施設費において

2,600万円余の不用額が生じておりますが、

これは、主にこども総合療育センターにおい

て、非常勤職員任用実績が見込みを下回った

ことによるものでございます。 

 次の73ページ中段の精神保健費において

5,200万円余の不用額が生じております。 

これは、主に精神保健医療費等の実績が見

込みを下回ったことによるものでございま

す。 

 次に、74ページ上段の民生施設補助災害復

旧費において2,000万円余の不用額が生じて

おりますが、これは、復旧施設のうち移転再

築の案件について、改めて今年度に予算措置

を行ったことによるものでございます。 

 続きまして、別冊の附属資料21ページをお

願いいたします。 

 繰越事業について御説明いたします。 

 まず、明許繰越しについてです。 

 21ページから22ページ１段目までの新型コ

ロナウイルス感染症緊急包括支援交付金事業

ですが、これは、感染防止対策を行う障害福

祉サービス事業所職員への慰労金の支給や事

業継続体制構築のための支援に要する経費で

す。 

 ６事業で、合わせて８億300万円余の繰越

しを行っております。 

 慰労金などの支給は既に完了しております

が、実績報告の審査などが本年度中に完了し

なかったことから、繰越しを行ったもので

す。 

 次に、22ページ２段目の新型コロナウイル

ス感染症に係る特別事業ですが、15事業所で

990万円余を、３段目から24ページ４段目ま

での障がい者福祉施設整備費については、11

施設で４億5,100万円余を繰り越しておりま

す。 

これらは、国の３次補正を受けて、２月補

正予算で予算措置を行ったため、年度内の執

行が困難となり、繰り越したものでございま

す。いずれも今年度内には完了予定となって

おり、引き続き進捗状況の確認を行ってまい

ります。 

 次に、24ページ最後から25ページ１段目の

こども総合療育センター管理運営費につきま

しては、マイナンバーカードの保険証利用に

対応するためのシステム導入経費として580

万円余を、自動火災報知設備修繕工事として

850万円余を繰り越しております。いずれも

年度内執行が困難となったため、繰り越した

ものです。 

 自動火災報知設備修繕工事につきまして

は、既に４月に事業が完了しております。保

険証利用に係るシステム導入につきまして

も、年度内に完了予定となっております。 

 最後の障がい者福祉施設災害復旧事業です

が、令和２年７月の豪雨で被災した障害者福

祉施設の備品設備等に要する経費へ助成する

ものでして、移転再築案件の設備であるた

め、年度内の事業完了が困難となり、繰り越

したものです。こちらも今年度内には完了予

定となっております。 
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 続きまして、26ページをお願いいたしま

す。 

 事故繰越について御説明いたします。 

 障がい者福祉施設整備費で３億9,100万円

余の事故繰越を行っております。これは、老

朽化に伴う入所施設の建て替えを行うもので

すが、令和２年７月豪雨で建設予定地ののり

面の一部が崩壊し、復旧工事が必要となった

ため、やむを得ず事故繰越を行ったもので

す。年内には完了予定となっております。 

 続きまして、39ページをお願いいたしま

す。 

 収入未済について御説明いたします。 

 まず、児童保護費負担金につきましては、

639万円余の未済が発生しております。これ

は、障害児を児童養護施設などへ入所措置し

た際の扶養義務者の負担金でございます。３

の収入未済額の状況のとおり、債務件数は

1,263件ですが、うち803件は分納中で、残り

は、生活困窮や、措置自体が不服として協力

が得られないなどの理由により納入がなされ

ていないものでございます。 

 次に、40ページを御覧ください。 

 こども総合療育センター負担金につきまし

ても、８万円余の収入未済が生じておりま

す。これは、先ほどの児童保護費負担金のこ

ども総合療育センター分でございます。 

 ３の収入未済額の状況のとおり、債務件数

は６件ですが、いずれも協力が得られないな

どの理由によるものです。 

 前ページの児童保護費負担金及びこのこど

も総合療育センター負担金の未収金対策につ

きましては、福祉総合相談所に徴収専門員を

配置し、電話や文書による催告及び預金調査

などを実施して、徴収促進に努めておりま

す。また、新たな債務発生を抑制するため、

負担金制度の仕組みなどを十分に説明するほ

か、口座振替を奨励しており、収入未済額の

合計は、昨年度より減少しているところで

す。 

 今後も引き続き収入未済額の縮減に努めて

まいります。 

 最後に、不納欠損について御説明いたしま

す。 

 44ページをお願いいたします。 

 児童保護費負担金に係る不納欠損が、合計

11名分で105件、51万2,000円生じておりま

す。これは、債務者の生活困窮などにより、

再三の督促にもかかわらず、時効が成立し、

債権が消滅したものについて不納欠損処理を

行ったものでございます。 

 障がい者支援課の説明は以上です。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 まず、本年度の定期監査におきまして指摘

事項がございましたので、御説明いたしま

す。 

 お手元の資料のうち監査結果指摘事項の裏

面、２ページをお願いいたします。 

 指摘事項は、職員の交通法規違反につい

て、「通勤中に、司法処分が科された交通法

規違反が１件発生している。職員の交通安全

意識の高揚を図るとともに、交通事故に対す

る効果的な防止策を講じること。」でござい

ます。 

 本事案の概要は、令和３年１月８日午前８

時頃、熊本市東区地内の道路を職員が通勤の

ため自家用車で走行中、車道前方右側から横

断してきた高校生が運転する自転車に気づく

のが遅れまして、自転車前部に衝突、高校生

は転倒しまして、加療約14日間の頸椎捻挫等

のけがを負わせてしまいました。 

 職員は、高校生の救護措置を行ったもの

の、事故の状況について、道路交通法第72条

に規定します、直ちに最寄りの警察署に報告

するということを怠ったため、罰金３万円の

司法処分を受けてしまったものでございま

す。 
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 対応状況といたしまして、当課では、月１

回の課内会議等で飲酒運転撲滅、交通事故防

止、交通法規の遵守について注意喚起を行っ

ておりましたが、徹底できず、おわび申し上

げます。 

 事案判明後、直ちに課内会議を開催し、道

路交通法の規定を確認するなど、改めて注意

喚起を行いました。 

 今回の事故を教訓に、心に余裕を持った安

全運転の徹底と交通法令の遵守に取り組んで

まいります。 

 次に、決算の状況について御説明します。 

 資料替わりまして、決算特別委員会説明資

料の75ページをお願いします。 

 まず、歳入について御説明します。 

 使用料及び手数料、76ページの国庫支出

金、飛びまして、78ページの財産収入及び繰

入金、79ページの繰越金までは、不納欠損

額、収入未済額ともにございません。 

 79ページの上から２段目の諸収入につきま

しては、323万円の収入未済額がございま

す。これは、各種団体精算返納金の分及び、

ページをおめくりいただきまして、80ページ

１段目の看護師等修学資金貸付金償還金の分

でございますが、詳細につきましては、後ほ

ど附属資料にて御説明いたします。 

 続きまして、歳出について御説明いたしま

す。 

 81ページをお願いします。 

 ３段目の公衆衛生総務費につきましては、

不用額が１億3,972万円余ございます。こち

らにつきましては、医療施設等施設・設備整

備事業や医師確保総合対策事業などの所要額

が当初見込みを下回ったものでございます。 

 82ページをお願いします。 

 予防費につきまして、不用額が40億5,852

万円余ございますが、こちらは新型コロナウ

イルス関係の事業でございまして、感染症包

括支援事業や医療機関感染対策支援事業など

の所要額が当初見込みを下回ったことによる

ものです。 

 繰越額11億2,505万円余につきましては、

後ほど附属資料にて御説明いたします。 

 83ページをお願いいたします。 

 最下段の医務費につきましては、不用額が

705万円余ございます。医事関係業務管理指

導費などの所要額が当初見込みを下回ったこ

とによるものでございます。 

 84ページをお願いいたします。 

 保健師等指導管理費について、不用額が

5,425万円余ございますが、看護行政一般事

業、看護職員確保総合推進事業などの所要額

が当初見込みを下回ったことによるもので

す。 

 資料替わりまして、決算特別委員会附属資

料の27ページをお願いいたします。 

 まず、繰越事業について御説明いたしま

す。 

 上の段の医療機関感染対策支援事業、下の

段の新型コロナ医療機関設備整備・入院医療

機関設備整備事業は、両事業とも、医療機関

における新型コロナの診療等に必要な設備整

備への助成でございますが、設備資材につい

て需要の高まりにより入手が困難となったた

め、年度内の事業完了が困難となり、繰り越

したものでございます。 

 なお、資料の表の一番右の繰越額における

現在の進捗状況につきましては、９月１日時

点のものを記載しておりますが、本日時点で

は進捗しております。 

 上段の医療機関感染対策支援事業は97％ま

でいっておりまして、25医療機関中22医療機

関で完了しております。下段の設備整備事業

は90％で、９医療機関中７医療機関が完了し

ております。 

 この結果、事業未完了は、２つの事業を合

わせ、５医療機関になりますが、５つの医療

機関とも本年12月までに完了する予定でござ

います。 

 次に、収入未済について御説明いたしま
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す。 

 41ページをお願いいたします。 

 まず、1、歳入決算の状況でございます

が、上段の各種団体精算返納金について、７

万円余の収入未済額となっております。この

７万円余は、令和元年度分の国庫補助金の返

納分でございまして、この額自体は、対象の

医療機関から令和元年度の出納整理期間中に

返納がございました。このため、本来は収入

未済とならないのですが、当課において、会

計システム上、収入は令和元年度分として受

けたんですが、調定額の年度処理を誤ってし

まいまして、令和２年度分の調定額としてし

まった結果、今回収入未済となってしまった

ものでございます。今後は、こうした事務処

理の誤りがないよう注意徹底してまいりたい

と思います。 

 下段の看護師等修学資金貸付金償還金につ

きまして、315万円余の収入未済額がござい

ます。この修学資金は、学校卒業後、県内の

病院や診療所等において、３年または５年間

継続して看護業務に従事した場合は返還が免

除されるものでございますが、免許が取得で

きなかったり、県外の病院に勤務された場合

には、返還義務が生じるものでございます。 

 ３の収入未済額の状況の表の合計欄のとお

り、滞納者は11名おられますが、このうち２

名は、本年９月までに完納していただきまし

た。このため、滞納者は、残る９名となりま

すが、いずれの方も生活困窮により返還が滞

った方で、現在、分割で納付をいただいてい

るところでございます。 

 回収に当たりましては、４の未収金対策、

①に記載のとおり、１か月以上滞納があり、

県からの電話督促に応じない場合は、県は連

帯保証人のほうへ働きかけまして、連帯保証

人のほうから滞納者の方に連絡してもらい、

支払いを促しております。 

 引き続き、滞納者の生活状況を確認した上

で、分納などの確約を取って滞納の累積防止

に取り組みます。 

 なお、②のとおり、全ての新規貸付者に対

し、貸与申請時に、貸付者の推薦を行う養成

施設と学校と連携の上、重要事項確認書を徴

取しておりまして、貸与時から返還条件等の

意識づけを徹底させるなど、新たな未収金の

発生防止にも取り組んでおります。 

 医療政策課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いします。 

 

○池永国保・高齢者医療課長 それでは、説

明資料にお戻りいただきまして、85ページを

お願いいたします。 

 まず、一般会計の歳入についてですが、財

産収入、繰入金、諸収入について、いずれも

不納欠損額、収入未済額はございません。 

 次に、86ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳出について、主なものを御説

明いたします。 

 下段の国民健康保険事業特別会計繰出金に

つきまして、不用額３億6,204万円余が生じ

ております。これは、県の法定負担金でござ

います市町村の保険給付費の実績額が見込み

を下回ったためでございます。 

 続きまして、87ページをお願いいたしま

す。 

 国民健康保険事業特別会計でございます。 

 歳入につきましては、いずれも不納欠損

額、収入未済額はございません。 

 主なものを御説明させていただきます。 

 中段の国庫支出金の療養給付費等負担金に

つきましては、予算現額と収入済額との差が

30億6,433万円余の増となっております。 

これは、国の概算交付額の増額によるもの

でございます。 

 88ページをお願いいたします。 

 上段の調整交付金につきまして、予算現額

と収入済額との差が10億7,024万円余の減と

なっております。 

これは、国の普通調整交付金の配分減によ



第３回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（令和３年10月８日) 

 - 35 - 

るものでございます。 

 下段の一般会計繰入金につきましては、予

算現額と収入済額との差が３億6,204万円余

の減となっております。 

これは、先ほど説明いたしました86ページ

の一般会計から特別会計への繰出金と同じも

のでございます。 

 次に、89ページをお願いいたします。 

 下段の繰越金につきまして、予算現額と収

入済額との差が３億8,355万円の増となって

おります。 

これは、前年度繰越額と同額を見込んで計

上しておりましたが、繰越金が見込みを上回

ったことによるものでございます。 

 続きまして、90ページをお願いいたしま

す。 

 国民健康保険事業特別会計の歳出でござい

ます。 

 国民健康保険運営費につきまして、不用額

38億5,601万円余が生じております。 

これは、予算を計上する際に見込んだ医療

費よりも実際の医療費が下回ったことから、

医療費に連動します保険給付費等について、

実績額が見込みを下回ったためでございま

す。 

 医療費等につきましては、今後とも、より

的確な見込みに努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 国保・高齢者医療課は以上でございます。

御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

 令和２年度の本課の決算について御説明い

たします。 

 本体資料、91ページをお願いいたします。 

 まず、一般会計の歳入について御説明いた

します。 

 使用料及び手数料、国庫支出金、おめくり

いただきまして、93ページの諸収入まで、不

納欠損及び収入未済額はございません。 

 次に、94ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳出でございます。 

 まず、公衆衛生総務費でございます。 

 事業の概要は、備考のほうに記載している

とおりでございます。 

 ５億9,336万円余の不用額が生じておりま

すが、主なものは、指定難病医療費及び原爆

被爆者に対する手当等の支給額が見込額を下

回ったことによる執行残でございます。 

 95ページをお願いいたします。 

 予防費でございます。 

これは、ハンセン病に関する事業費でござ

いまして、不用額の217万円余が生じており

ます。扶助費等で、新型コロナ感染拡大の影

響から事業が実施できなかったための執行残

でございます。 

 下段の国民健康保険事業特別会計繰出金で

ございます。 

これは、特定健診等に関する事業及び糖尿

病予防対策に関する事業でございまして、不

用額が195万円生じておりますが、事業に係

る報償費や委託料が見込額を下回ったことに

よる執行残でございます。 

 おめくりいただきまして、96ページをお願

いいたします。 

 国民健康保険事業特別会計について御説明

いたします。 

 歳入につきましては、国庫支出金、繰入

金、繰越金がございますが、これは、いずれ

も不納欠損、収入未済額はございません。 

 次に、歳出でございます。97ページをお願

いいたします。 

 公衆衛生総務費でございます。これは、国

保ヘルスアップ支援事業に係るもので、不用

額の1,257万円が生じておりますが、これは

、事業に係る報償費や委託料の執行残でござ

います。 

 健康づくり推進課は以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

 説明資料の98ページをお願いいたします。 

 歳入について御説明させていただきます。 

 説明資料の98ページの使用料及び手数料、

98ページから99ページの国庫支出金及び諸収

入、いずれも不納欠損額、収入未済額はござ

いません。 

 めくっていただきまして、100ページをお

願いいたします。 

 次に、歳出について、主なものを御説明い

たします。 

 上段の公衆衛生総務費につきまして、２億

756万円余の不用額が生じております。 

これは、新型コロナウイルス感染症に伴う

軽症者等の宿泊療養事業の借り上げ実績が見

込みを下回ったことによるものでございま

す。 

 ５段目の生活衛生指導費につきましては、

翌年度繰越額262万円余がございますが、後

ほど別冊の附属資料で御説明いたします。 

 次に、101ページをお願いいたします。 

 下段の薬務費につきまして、１億1,212万

円余の不用額が生じております。これは、主

に新型コロナウイルス感染症に伴う感染症拡

大防止対策等支援事業の実績額が見込みを下

回ったことによるものでございます。また、

翌年度繰越額588万円余はございますが、別

冊の附属資料で御説明いたします。 

 続きまして、別冊の附属資料の28ページを

お願いいたします。 

 繰越事業について御説明いたします。 

 まず、生活衛生営業振興対策事業でござい

ますが、262万円余の繰越しをしておりま

す。これは、生活衛生同業組合が行います新

型コロナ感染防止対策に対する助成金で、事

業実施期間が不足したため、繰り越したもの

でございます。 

 なお、本事業につきましては完了しており

ます。 

 次に、薬事許認可事業でございますが、

588万円余を繰り越しております。こちらも

補正予算による事業で、法改正に伴いまし

て、熊本県衛生総合情報システムの改修を行

う経費でございますが、改正内容の詳細が明

らかになりましたのが年度末であったため、

事業実施期間の不足により繰り越したもので

ございます。こちらも本事業は完了しており

ます。 

 薬務衛生課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○渕上陽一委員長 以上で健康福祉部の説明

が終わりました。 

 それでは、質疑を受けたいと思います。 

 質疑はありませんか。 

 

○髙島和男委員 社会福祉課にお尋ねをいた

します。 

 説明資料40ページでございますが、ひきこ

もり支援推進事業についてお尋ねをいたしま

す。 

 以前、国は、ひきこもりの全体数として

110万人という数字を発表したと思うんです

けれども、この成果資料によりますと、現状

把握を行ったということでございますけれど

も、熊本県全体で最新のひきこもりの数とい

うのは何人ぐらいなんでしょうか。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 お尋ねをいただきましたひきこもりの件で

ございますけれども、県のほうでは、令和元

年度に、民生委員の方の協力をいただきまし

て、全県的に調査を行っておりますけれど

も、そのとき、民生委員の方がしていらっし

ゃるというか、確認をされた件数としまして

は845件確認をしております。それに基づき

まして、昨年度から、いろいろ事業のほうを
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組み立てさせていただいておるところでござ

います。 

 以上でございます。 

 

○髙島和男委員 この成果資料によります

と、やっぱり市町村によって、自治体によっ

て取組の温度差、やり方っていうのは違うと

思うんですね。だからこそ意見交換会であっ

たり、実態の把握に取り組まれたと思うんで

すけれども、昨年度、こういった活動といい

ますか事業をやって、そのひきこもりの数が

増えたのか減ったのか、どういう御認識をお

持ちでしょうか。 

 

○永野社会福祉課長 県のほうでは、平成27

年度から、ひきこもり地域支援センターを設

置して、いろいろ対策を進めております。特

に、昨年度からは、市町村支援員というのを

ひきこもり地域支援センターに置きまして、

市町村のバックアップといいますか、相談体

制の充実等に努めているところでございま

す。 

 実際、ひきこもりの方の実態の把握が非常

に難しいものですから、具体的にその数字が

増えたのか減ったのかというふうに把握はで

きておらないんですけれども、コロナの関係

もあって、ひょっとしたら増えていくのでは

ないかということも想定されておりますの

で、引き続き施策の充実等を図っているとこ

ろでございます。 

 具体的には、アウトリーチ支援員というの

を昨年度から設置しておりまして、家庭訪問

等を積極的に行って、支援等を行っていく体

制でございますとか、今年度からは、就労に

向けたマッチング事業ということで、就労体

験の場とか経験の場を設けるような形で施策

を展開しているところでございます。 

 

○髙島和男委員 秋田県の藤里町、御存じの

とおり、潜在的なひきこもりの方々を掘り起

こすというのはちょっと言葉は悪いかもしれ

ませんけれども、一軒一軒訪問して、そして

その後のフォローをしっかりされたという、

劇的に改善した先行事例もございますので、

ぜひ県下の市町村あたりとも、そういった事

例を共有しながら、ぜひ実態をまず把握をし

て、そしてまた、改善を図っていくという取

組をこれからも引き続きよろしくお願いした

いと思います。 

 以上です。 

 

○永野社会福祉課長 ありがとうございま

す。 

 

○渕上陽一委員長 ほかにありませんか。 

 

○西村尚武委員 お尋ねします。 

 決算特別委員会附属資料の34ページ、子ど

も家庭福祉課のほうですが、その中で、３番

目の収入未済額の状況と児童保護費負担金、

これの、全体4,525件ある中で、非協力的と

いうのが1,891件、何か私が見るに、非常に

大きい数字だなと思うもんですから、この

辺、要因といいますか、その辺は把握してお

られれば教えていただきたいと思います。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 議員御指摘のとおり、３の収入未済の状況

で、全体4,500件程度のうち、非協力的なも

のが約半数近い数字に上がっております。お

一人お一人の要因をちょっと聞き取ったわけ

ではないので恐縮でございますけれども、一

般的な感覚といたしまして、この児童保護費

負担金というものが、例えば、そのお子さん

を措置入所するときにかかる費用の一部を御

負担いただくものというふうな性質でござい

ます。 

 措置入所するときに協力的なケース、御家

庭が措置入所に同意いただいているようなケ
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ースもございますけれども、一方で、御家庭

が同意いただかなくても、お子さんの健全な

育成といいますか、養育のために必要だとい

うところで、裁判所の申立てなどを経て、行

政の権限で措置することもございます。その

ようなときには、やはりその御家庭として

は、なかなかその措置自体に納得できないと

いうふうなところもございますので、そのよ

うな家庭は、やっぱり納得しない子供の措置

にお金を払わなくちゃいけないんだというこ

とで、なかなか協力を得られないというよう

なことも多いというふうに聞いております。 

 以上でございます。 

 

○西村尚武委員 理解を得られてないという

部分でよろしいんですかね。この中でも未然

防止対策で書いてあります、いろいろと。滞

納処分の対象となることを十分説明するとと

もに、納付催告を行っていると。大変だと思

いますが、これはぜひ数字を改善できますよ

うお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○鎌田聡委員 54ページ、子ども家庭福祉課

ですけれども、児童相談所負担金ってこと

で、中央一時保護所への入所児童数が見込み

を上回ったということでございますけれど

も、やっぱりこれは虐待の件数の増加なんで

しょうか。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。御質問ありがとうございま

す。 

 措置児童の一時保護所の入所児童数が見込

みを上回った要因でございますけれども、虐

待の件数と必ずしも１対１の関係ではござい

ませんので、要因を正確に分析することは困

難でございます。 

 ただ、委員御指摘のとおり、昨年度の虐待

相談件数は過去最高を記録しているところで

ございまして、それも一つの要因というふう

に考えられております。 

 また、児童相談所の方針といたしまして、

やはりお子さんの安全ですとか生命を第一に

考えるというところがございますので、少し

でも危ういケースがあれば、まずは一時保護

を行った上で調査、アセスメントをするとい

うふうな方針を取っているところでございま

すので、そういうふうなプラスの要因といっ

たところも多少あるかとは思います。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 私も、児童相談所にお伺いも

させていただいて、状況も聞かせていただき

ましたけれども、コロナの関係で爆発的な話

じゃなかったんですけれども、やはり虐待の

ほうが若干相談件数が増えているということ

でございましたが、この入所児童数は、こ

れ、どのくらい上回ったんですか、前年度

比、前々年度比か、教えていただきたいと思

います。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 ちょっと数字を

調べて、少しお時間いただければと思います

けれども、一時保護の件数でございますけれ

ども、令和元年度、ちょっと手元、数字、恐

縮ですけれども、福祉行政報告例で国に報告

している数字でございますけれども、令和元

年度は171件ほどでございますけれども、令

和２年度は258件ほどということになってい

るところでございます。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 258。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 さようでござい

ます。258件です。 
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○鎌田聡委員 やっぱりかなり人数も増えて

いるというふうに見ておりますし、これから

いろんな状況的にはやっぱり増えていく要素

がかなり環境的にあるんじゃないかなと思い

ますんで、受け止める体制あたりもしっかり

と、この間もずっと議論してきておりますけ

れども、しっかりと取り組んでいただきたい

ということを要望しておきたいと思います。 

 それと、もう１点いいですか。 

 こっちの附属資料のほうの27ページです。

医療政策課で、繰越額の理由として、コロナ

感染者の資材が入手困難だったということ

で、今は97％ぐらい入っているということで

ございますけれども、これだけ入ってこなか

ったって、これは何なんですか、その物は。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 物としましては人工呼吸器とか、そういっ

た診療に必要な器材でございまして、そうい

った物でございます。今は大分改善している

というふうに聞いております。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 重要な物だろうと思っており

まして、９月までゼロだったというのが非常

に驚くべき事実だったなと思っております。

今は入ってきたということでございまして、

まだ100％いってないということでございま

すけれども、急ぎですね――今大体入手が比

較的できるようになったんでしょう。後の見

通しをちょっと教えてください。 

 

○阿南医療政策課長 あと、残っております

のが、施設の改修費等でございまして、ちょ

っと今コロナ患者さんがいる関係上できない

とか、そういった部分でございます。あと

は、ＩＣＴ関係でパソコンの関係というふう

に聞いておりますが、これも年内には届くと

いうふうに聞いておりますので、どっちかと

いうと、強化するほうで、現状の医療には影

響しないというふうに聞いておりますので、

その辺、御安心いただければと思います。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 分かりました。ちょっと物が

物だっただけに、ちょっとびっくりしていま

すけれども、人工呼吸器のほうはそろってい

るっていうことでございますから、いろんな

ものが、やっぱり先手先手でやられていると

思いますけれども、しっかりと対応いただき

ますようによろしくお願いしておきたいと思

います。 

 以上です。 

 

○増永慎一郎副委員長 ついでに、医療政策

課、医療機器の話が今出ましたんで、ちょっ

と関連してお伺いしたいんですけれども、資

料の81ページ、公衆衛生総務費、これ、全体

的に、やっぱり医療体制の充実っていうか、

そのためのお金だというふうに思うんですけ

れども、その認識でよろしいんですかね。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 こちらにつきましては、通常の医療分とい

うことでございまして、そのような認識で結

構だと思います。 

 以上です。 

 

○増永慎一郎副委員長 今回は、コロナ、予

防費が物すごく大きくなって、やっぱりコロ

ナに関して、そっちの、例えば今言われた器

械等は、コロナのお金から買われたかどうか

分かりませんけれども、通常ではそろえない

ような部分ですよね。今回、パンデミックと

いうことで、コロナがはやりまして、一番問

われたのが、やっぱり医療体制の充実という

ことで問われたわけでございまして、通常、
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この公衆衛生総務費全体的に、そういった、

今度はコロナの流行とかいう部分まで多分考

えられていないような感じで予算を積み上げ

られてきているというふうに思うんですよ。 

 それで、もう今からは、やっぱり何かあっ

たらいけないということで、やっぱり予算の

増額でもしながら、やっぱり何かに備えるっ

ていうふうにしたほうがいいんじゃないかと

思いますけれども、なかなか財政が絡む話で

ございますけれども、医療政策課としては、

今後どのような形で進んでいこうと思われた

んですか。 

 

○阿南医療政策課長 今のお尋ねでございま

すが、一応国のほうの補助制度がございまし

て、前年度中に要望額を調査いたします。そ

れに基づいて予算の積み上げを行っていると

いう事実もございます。国の新しい制度が出

ましたら、対応した事業というのを組み立て

まして、予算要求をしていこうということで

考えております。 

 以上でございます。 

 

○増永慎一郎副委員長 若干不用額等も出て

ますけれども、これ、執行残、いろんな見込

みの下回った執行残ということでございます

けれども、やっぱり今からウィズコロナを見

越したところ、もしくはまた別の病気が入る

かもしれない、何かあるという形で、きちん

とこの公衆衛生総務費は増額してでもきちん

と確保しながら、次の場面に臨んでいくよう

な形でぜひお願いしたいと思いますし、地域

医療情報ネットワーク基盤整備事業なんか

は、これ、各病院ごとのカルテの共有とか、

多分そういうやつだと思うんですね。 

 以前、厚生常任委員会にいましたときに、

東北大学の医学部にちょっと勉強しに行った

こともあるんですけれども、まだこれがきち

んとできていないのか、お金が足りないの

か、それともいろんな問題があるんだとは思

いますけれども、やっぱりお金をかけて、き

ちんとやらないとできないことには、健康福

祉部全体で頑張ってもらって、そして財政と

掛け合って、きちんと確保していただかない

と、一番やっぱり人間、県民の命ということ

に一番関わる部署でございますので、いつも

そういうふうな部分に関しては、きちんと確

保するようにお願いをしておきます。 

 以上です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○前田憲秀委員 一番最初にあった監査結果

の指摘事項でちょっとお尋ねをしたいんです

けれども、延滞金が２万7,000円なんですけ

れども、７日間の遅延でこの金額ということ

で、延滞金の利息と、もともと償還する元金

は幾らだったのか、お分かりになりますか。 

 

○椎場健康福祉政策課長 これは、先ほど御

説明しましたとおり、災害援護資金の償還に

つきまして、２万7,096円ということで発生

したものでございます。実際には遅延金の利

息でございますけれども、年５％ということ

でございます。 

 今回、実際に遅延をした内容でございます

けれども、2,800万余りの部分が国への償還

ということで、遅れたということでございま

す。熊本地震等も含めて災害援護資金非常に

活用されておりますので、ちょっと今多くな

っているという状況でございます。 

 

○前田憲秀委員 ５％という金利はお上が決

めた金額で、もう信じられない金額じゃある

んですよ。日割でもちろん計算をしているわ

けですよね。 

 健康福祉部さんもコロナ対策で限られた人

員で大変な中だと思うんですけれども、９月

が償還日、いわゆる年度中期、何らかの節目
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の時期ですよね。そして、対応状況には、会

計担当と事業担当者の情報共有、これはもう

ふだんから当たり前のことじゃないかと思う

ので、改めてこの報告を聞いて指摘をさせて

いただきたいと思います。頑張ってくださ

い。 

 もう１点いいでしょうか。 

 説明資料の90ページ、国保・高齢者医療課

さんの説明なんですけれども、38億5,600万

円の不用額の説明で、この市町村の保険給付

費、これ、医療費が少なくなった、減という

御説明で間違いなかったでしょうか、その確

認ですけれども。 

 

○池永国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課です。 

 市町村の医療費の合計が、見込みの額より

も実際の医療費が下回ったということでござ

います。 

 

○前田憲秀委員 これは、言われているコロ

ナ禍での医療控えの反映と見ていいわけです

か。 

 

○池永国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課です。 

 個々のケースについては把握はできており

ませんけれども、医療控えと言うよりは、適

正な医療にはつながっているとは思っており

ます。 

 もう今年度に入りましては、１日当たりの

医療費については、令和２年度の前の令和元

年度に近づいてきているというところで、戻

ってきているやに思っております。 

 

○前田憲秀委員 38億もの不用額ということ

で、それだけ医療費がかからないっていうん

であればいいことだと思うんですけれども、

本来要るべきものでということであれば、ま

たその後にしっぺ返しも来るやという心配も

ありますので、そこはしっかり精査をしてい

ただきたいというふうに思います。 

 要望だけ最後に。 

 幾つかの課の皆さん方から、その収入未済

額の御説明がありました。さきにも言いまし

たように、本当にこの健康福祉部の皆さん方

というのは、債権者といいますか、様々な債

務者がいらっしゃって、取立て、請求、いろ

いろあると思うんですけれども、本当に引き

続き、先ほど御説明にあったように、頑張っ

ていただきたいと思います。 

 ただ、未然防止対策で共通して言えるの

が、昨年よりも未済額が減りましたと。こ

れ、一つの成果であるんですけれども、コロ

ナ禍でもあるんで、様々な事情がある人がい

らっしゃるんじゃないかと思います。例え

ば、５件債務者がいて、３件しか返済がなか

ったけれども、５件、皆さん返済が始まりま

したと、毎月の額は少ないですけどとか、い

ろんな成果の見方があるかと思いますので、

そこはやっぱりこのコロナ禍が続いている中

で、平時とはなかなか言えない事情もあると

思いますので、限られた人員で大変だと思い

ますけれども、そこはしっかり見ていってい

ただきたいなあということを、もう課がたく

さんまたがりますので、まとめて要望させて

いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

○増永慎一郎副委員長 今ので追加で説明し

てもらっていいですか。 

 今、前田委員が減ったっていう話をされま

したけれども、実際減っているんですか。何

か見ると、何か多くなっている部分も大分あ

るんじゃないかなと思うけれども。例えば、

健康福祉部で、トータルで言えば、減ってい

るのか増えているのかはよく分かりませんけ

れども、 

 

○椎場健康福祉政策課長 すみません、全体
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の話ですので、私のほうから御説明をさせて

いただきたいと思います。 

 収入未済のほうでございますけれども…

…。 

 

○増永慎一郎副委員長 誰でもよかですよ。

答えられるなら。 

 

○早田健康福祉部長 御質問ありがとうござ

います。 

 健康福祉部における収入未済金ですけれど

も、トータルとしては、おっしゃったよう

に、平成19年以降少しずつ増えております。

物によっては減っているのもありますけれど

も、トータルとしては、令和２年度は、前年

度比で約660万円ほど増加をしているような

状況でございます。 

 さっき冒頭に申し上げましたとおり、部独

自でこの収入未済金の対策会議を開いており

まして、特に、先ほどから御指摘があってお

りますように、非常に私どもが相手をされ

る、いわゆる債務者の皆さん方は、収入が非

常に低かったりとか、いろんな困難を抱えて

おられる方ですので、寄り添って丁寧に、だ

けど、やはりちゃんと返していただけるよう

な形で対応しているところでございます。 

 それぞれ何種類も、この収入未済になりま

すような貸付金ですとか、負担金ですとか、

それぞれちょっと仕組みも違っておりますの

で、説明にもあったかと思いますけれども、

償還協力員の方を置いたりとか、本庁だけで

するのではなくって、様々な御事情をお尋ね

しながら、できるだけ返していただけるよう

に、説明にもありましたとおりに、結構分納

で、少しずつでも返していただけるような工

夫をしているところでございます。 

 ただ、令和２年度に関しましては、もう全

般的にやはりコロナの影響で、かなり生活に

困られている状況がさらに困られているとい

うようなこともございまして、それだけが原

因ではないとは思いますけれども、全体的に

ちょっと収入未済額が増えてしまったという

ような状況でございますので、引き続きしっ

かり取り組んで収入未済金のほうを減らすよ

うな努力をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

○増永慎一郎副委員長 別に増えるのが悪い

とかいう考え方で私は言ったんじゃなくて、

やっぱり減っているっていう話だったんで、

自分でいろいろ集計したら増えているんじゃ

ないかと思ったから言っただけの話です。 

 ただ、去年のこの委員長報告の中に、去年

言われた、先ほど部長からの話の中に未収金

対策、これに対しては、やっぱり委員会とし

てというか、私個人としても、これからもま

た、特にコロナがあったから増えてくると思

うんですよ。 

 増えるのが悪いというわけじゃなくて、き

ちんと取るべき努力だけは続けていかなけれ

ばいけないというふうに思うんで、これから

いろんな補助金とか貸付金とかがいっぱい出

たから余計大変になってくると思うんで、ぜ

ひその部分に関しては、やっぱり生活弱者の

方々から頂くのは非常に大変だというふうに

思いますけれども、中には、やっぱりちゃん

と税金をやっているんだから、きちんと返し

なさいと言われる方もいっぱいいらっしゃる

わけであって、そういった言葉が通じない部

分もありますんで、ぜひとも頑張って回収を

していただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○山本伸裕委員 ８ページの健康福祉政策課

の社会福祉総務費の中でのリバースモーゲー

ジ利子助成事業及び自宅再建利子助成事業の

見込み減、下回ったという問題ですけれど
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も、実際にその当初見込みの件数がどれだけ

で、実績として利用件数がどれだけで、もし

分かれば、相談とか問合せとかの件数がどれ

ぐらいあったのかというのを教えていただけ

ればと思うんですけれども、リバースモーゲ

ージだけで結構です。 

 

○椎場健康福祉政策課長 すみません、ちょ

っと見込みの数字持っておりませんけれど

も、令和３年の８月末時点で、リバースモー

ゲージの利子助成ということで、いわゆる熊

本地震分としまして179件の利子助成を行っ

ております。 

 また、令和２年の７月豪雨分でございます

けれども、こちらのほうはまだ開始したばか

りということで、２件ということで、同じ

く、令和３年の８月末時点ですけれども、そ

ういう状況になっております。 

 引き続き利用を促進するように周知を努め

ていきたいというふうに思っております。 

 

○山本伸裕委員 相談件数とか問合せ件数は

分からないですか。 

 

○椎場健康福祉政策課長 すみません、今手

元には持っておりません。 

 

○山本伸裕委員 調べていただければ分かり

ますかね。――じゃあ後で。 

 

○椎場健康福祉政策課長 後ほど。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○渕上陽一委員長 すみません、最後に１点

だけ。 

先ほど早田部長のほうから説明があった中

で、こども総合療育センターの話があって、

昔５か月待ちだったのが２か月程度になった

ということで、子供を持つ親からすれば、大

変ありがたいなというふうに思っておりまし

て、感謝を申し上げたいというふうに思うわ

けであります。 

 以前、あそこを私も視察をさせていただい

たときに、これよりももっと待ち時間が少な

くなる方法としてはないんだろうかという話

をさせていただいたときに、電子カルテにす

れば、もう少し待ち時間がなくなるんじゃな

かろうかという話があったんですけれども、

今の現状として、どうなったのかなというの

が分かれば教えていただきたいというふうに

思いまして。もし、今分からないということ

であれば……。 

 

○下村障がい者支援課長 障がい者支援課で

す。 

 電子カルテにつきましては、今導入に向け

て動いておりまして、もう昨年度予算をいた

だきまして、導入に向けて動いているとこで

す。 

 

○渕上陽一委員長 ありがとうございます。

しっかりまた導入していただいて、できるだ

け待ち時間がないようにやっていただければ

というふうに思います。 

 なければ、これで健康福祉部の審査を終了

いたします。 

 次回の第４回委員会は、10月11日月曜日午

前10時開会し、午前に環境生活部の審査を行

い、午後から商工観光労働部、観光戦略部の

審査を行うこととしておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

  午後２時54分閉会 
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